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人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市市

朝来広
報

平成２１年

２００９ September

No.５４

９月

あ　　さ　　ご ９月

平成２１年

今月の主な内容
２～３台風９号の豪雨が残した大きなつめあと

４～９

都市と農村、交流続けて２０年
―ふるさと青年協力隊の活動を振り返る―

１０～１１

北近畿豊岡自動車道「和田山八鹿道路」
の工事の模様③

１２～１３市政フラッシュ
１２～１３我がまち朝来再発見
１４～１６まちのわだい
１８～２５情報掲示板
２８人 いきいき／朝来市の数字あれこれ

うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？うまくスイカが割れるかな？！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　８月１日、生野子育て学習センターで「スイカ割り」が行われ、

市内の親子ら７８人が参加しました。

　この日は夏休み期間中とあって地域の幼稚園児や小学生も参

加しました。まずは就学前の子どもたちがお父さんやお母さん

と一緒にスイカ割りを体験した後、小学生が目隠しをして挑戦。

周りからの「もっと前」「少し左」といった掛け声をたよりに、元

気よく棒を振り下ろすと見事スイカに命中し、みずみずしい

真っ赤な果肉が姿を現しました。割れたスイカはその後、参加者

全員でおいしく味わいました。



台
風
９
号
の
影
響
で
激
し
い
雨
が
８
月
９
日
か
ら

日
に
か
け
て
近
畿
、

　
台
風
９
号
の
影
響
で
激
し
い
雨
が
８
月
９
日
か
ら
　
日
に
か
け
て
近
畿
、
四四

１０１０

国
地
方
を
中
心
に
降
り
続
き
、
各
地
に
大
き
な
つ
め
あ
と
残
し
ま
し
た

国
地
方
を
中
心
に
降
り
続
き
、
各
地
に
大
き
な
つ
め
あ
と
残
し
ま
し
た
。。

市
内
で
も
、
河
川

　
市
内
で
も
、
河
川
のの
氾 氾
 

は
ん

濫 濫
 や
土
砂
崩
れ
な
ど
が
相
次
い
で
発
生

や
土
砂
崩
れ
な
ど
が
相
次
い
で
発
生
。。
道
路
や
堤

道
路
や
堤

ら
ん

防
の
損
壊

防
の
損
壊
、、
家
屋
の
浸
水
や
停
電
、
断
水
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

家
屋
の
浸
水
や
停
電
、
断
水
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。。

　
８
月
９
日
　
時
か
ら
　
日
　
時

１１

１０

１０

ま
で
の
総
雨
量
は
２
百
　
㍉
。
時

２６

間
雨
量
の
最
大
は
８
月
　
日
０
時

１０

か
ら
１
時
ま
で
の
１
時
間
で
　
㍉
６７

を
観
測（
観
測
場
所
は
新
井
）
。８

月
　
日
２
時
の
円
山
川
の
水
位
は

１０
３
・
９
６

㍍（
観
測
場
所
は
 玉
 置
）

※
　

と
避
難
判
断
水
位（
特
別
警
戒
水

位
）を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　
市
は
、
８
月
　
日
０
時
　
分
に

１０

３０

災
害
対
策
本
部
を
設
置
。同
日
１

時
　
分
に
は
、旧
朝
来
町
地
域
の

１５
２
千
３
百
　
世
帯
・
６
千
６
百
　

４６

７６

人
に
避
難
勧
告
を
発
令
。約
３
百

人
が
地
区
の
公
民
館
や
公
共
施
設

に
避
難
し
ま
し
た
。

　
避
難
勧
告
発
令
後
も
、市
職
員

や
消
防
団
が
市
内
を
巡
回
し
た
り
、

各
区
長
さ
ん
か
ら
の
地
域
の
状
況

の
報
告
を
受
け
た
り
し
て
被
害
状

況
を
把
握
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
集
中
豪
雨
で
、市
内
の

河
川
は
急
激
に
増
水
。各
地
で
道

路
や
田
畑
の
冠
水
や
土
砂
の
た
い

積
、
陥
没
、住
宅
の
浸
水
な
ど
の
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。中
で
も
、

旧
朝
来
町
地
域
で
は
、道
路
や
橋

梁
が
崩
壊
す
る
な
ど
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。特
に
神
子
畑

区
や
佐
中
区
、奥
田
路
区
、中
田
路

区
の
一
部
で
は
、土
砂
崩
れ
な
ど

で
道
路
が
寸
断
さ
れ
、計
　
世
帯

８０

百
　
人
が
孤
立
状
態
に
。復
旧
す

７５
る
ま
で
の
数
日
間
、電
気
や
水
道
、

電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途

絶
え
ま
し
た
。

　
市
は
８
月
　
日
、災
害
復
旧
に

１１

国
の
支
援
を
得
ら
れ
る
災
害
救
助

台風９号の豪雨が残し台風９号の豪雨が残したた
大きなつめあ大きなつめあとと

総
雨
量
は
２
百
　
㍉
２６

災
害
対
策
本
部
の
設
置

旧
朝
来
町
地
域
に
甚
大
な

被
害

早
期
復
旧
に
向
け
て

　
河
川
が
氾
濫
し
被
害
に
あ

　
っ
た
住
宅（
土
肥
区
）

▼増水で橋脚が折れた橋（立野区）

▲

広広報報 朝朝来来 ２

※多々良木にある観測場所は、観測機器の不具
　合により８月１０日０時以降の情報がないた
　め、玉置の数値を掲載しました。



大
雨
に
よ
る
増
水
で
崩
壊
し
た
道
路
（
神
子
畑
区

大
雨
に
よ
る
増
水
で
崩
壊
し
た
道
路
（
神
子
畑
区
））

法
の
適
用
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

復
旧
支
援
を
受
け
る
県
か
ら
は
、

８
月
　
日
に
井
戸
敏
三
県
知
事
が
、

１２

市
内
の
被
害
状
況
を
視
察
に
訪
れ
、

市
長
ら
が
被
害
状
況
を
報
告
し
ま

し
た
。

　
被
災
し
た
地
区
で
は
、市
と
災

害
時
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
朝
来

市
建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
が
重
機

な
ど
で
災
害
ご
み
の
撤
去
作
業
に

協
力
。ま
た
市
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
約
６
百
　
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

５０

の
皆
さ
ん
が
家
屋
に
入
り
込
ん
だ

泥
を
取
り
除
く
作
業
や
ゴ
ミ
な
ど

の
後
片
づ
け
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、国
や
県
な
ど
関
係
機

関
と
協
力
し
て
、今
回
の
豪
雨
に

よ
る
被
害
か
ら
の
早
期
復
旧
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（８月２６日現在）▼被害状況
備　　　考被害件数被害種別

１人死者
死傷者

２人負傷者
渓流荒廃、山腹崩壊など１２８か所山林

山林・

農地

土砂流入など135か所農地
田・畑地の流失、土砂流入、冠水など１１２㌶農作物
浸水被害１か所畜産

浸水被害１棟農業施設
浸水被害２台農業用機械

獣害防止金網さくの流出、埋没など９地区そのほか
護岸崩壊、土砂流入・たい積など２８か所河川

河川・

水路
橋梁破損５か所橋梁
農業用排水路埋没など１６２か所水路

路肩崩壊など８２か所農林道
道路

路肩崩壊、のり面崩壊など２７か所市道
１０戸全壊

住宅

７戸大規模半壊
２７戸半壊

５９戸床上浸水
２４４戸床下浸水

３事業所半壊
事業所 １５事業所床上浸水

６４事業所床下浸水
配水管・給水管の破損、施設への土砂流入など２４８戸上水道

ライフ

ライン
水没による電気機器などの故障２施設下水道

調査中電気・電話
伝送路の切断、電柱からの脱落など３か所ＣＡＴＶ

公共施設
土砂流入・たい積、文化財被害など７か所教育施設

※国・県が所管する道路・河川は除く。

　
井
戸
県
知
事（
左

　
端
）が
災
害
現
場

　
を
視
察

　
神
子
畑
区
に
県

　
の
防
災
ヘ
リ
コ

　
プ
タ
ー
が
物
資

　
を
搬
入

▲

▼

　市は、被災者復興支援のための災害義援金を受け付けています。

災害義援金を受け付けています

●義援金の名称　兵庫県朝来市「台風９号災害に係る義援金」

●受付期間（口座開設期間）　平成２１年１２月３０日（水）まで

●口座振込による受付

　受付金融機関・口座番号

無料郵便料金
〒６６９－５２９２
兵庫県朝来市和田山町東谷２１３番地１
兵庫県朝来市役所　朝来市災害対策本部

送付先

●現金持参による受付　

８時３０分～１７時（土・
日曜日、祝日を除く）

受付
時間

朝来市役所本庁（災害対策本部・会計課）
朝来市役所朝来支所（地域振興課）
朝来市役所生野支所（地域振興課）
朝来市役所山東支所（地域振興課）

受付
場所

※上記のいずれの場合も「兵庫県朝来市の台風９号災害に係る義援

　金」である旨を申し出てください。

■問い合わせ先　朝来市災害対策本部

　　　　　　　　☎６７２－６１１５　ＦＡＸ ６７２－４０４１（代）

振込手数料口座名口座番号金融機関名

全国のゆうちょ銀行、郵便
局窓口での振込は無料※１

朝来市
災害対
策本部

００９３０－１－６０６ゆうちょ銀行

全国地方銀行協会加盟銀行
窓口での振込は無料※１

普通預金　７１３７６９７
但馬銀行
和田山支店

三井住友銀行窓口での振込
は無料※２

普通預金　３５９４３７５
三井住友銀行
豊岡支店

全国信用金庫窓口での振込
は無料※２

普通預金　５０６９９３６
但陽信用金庫
朝来支店

※１ ＡＴＭ利用振込は有料
※２ ＡＴＭ利用振込は窓口で確認

●現金書留による受付　

平成２１年９月平成２１年９月号号３

被被害害額額（（概概算算））８８４４億億７７，，１１８８９９万万円円



　
生
野
町
で
は
、平
成
５
年
度
の
　
月
１０

に
協
力
隊
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。受
入

地
区
は
栃
原
区
。心
の
ふ
る
さ
と
を
求

め
て
　
人
の
青
年
が
参
加
し
、秋
祭
り

２０

を
中
心
に
都
会
の
暮
ら
し
で
は
経
験
で

き
な
い
草
刈
り
や
溝
掃
除
、植
栽
に
取

り
組
み
、栃
原
区
内
　

件
の
家
庭
で

１１

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。

広報 朝朝来来 ４

都
市
と
農
村
、
交
流
続
け
て
　
年
２０

―
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
の
活
動
を
振
り
返
る
―

　「
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
」事
業
は
、今
年
度
で
　
年
目
を
迎
え

２０

ま
し
た
。こ
れ
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
目
的
に
、県
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
平
成
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
。市
内
で
は
、毎
年

数
地
区
で
受
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
月
の
広
報
で
は
、受
入
地
区
や
隊
員
O
B
の
皆
さ
ん
の
話
を

紹
介
し
、こ
の
事
業
の
市
内
で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

①

②

⑤

⑥

⑦

⑧

④

③

朝来市を訪れたふるさと青年協力隊
①平成２年度（佐中区）
②平成２０年度（与布土地域）
③平成５年度（栃原区）
④平成１７年度（中田路）
⑤平成３年度（滝田区・大垣区・矢名瀬下町区・矢名
　瀬中町区・川原町区・上ゲ町区）
⑥平成１８年度（南真弓区）
⑦平成１９年度（米屋町区・栄町区・竹田中町区・殿
　町区）
⑧平成１０年（白井区）

秋祭り用のもちつきの手伝いをする
隊員たち（平成５年度）

回
想
、
協
力
隊
の
活

回
想
、
協
力
隊
の
活
動動

　
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
の
受
入
れ
は
こ
れ
ま
で
、
旧
生
野
町
地

域
で
は
３
回
、
旧
和
田
山
町
地
域
で
は
３
回
、
旧
山
東
町
地
域
で

は
２
回
、
旧
朝
来
町
地
域
で
は
平
成
６
年
度
を
除
く
す
べ
て
の
年

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、　

年
間
の
活
動
の
中
か
ら
、
旧
町
地
域
ご
と
の
活

２０

動
の
様
子
を
１
件
ず
つ
取
り
上
げ
て
振
り
返
り
ま
す
。

生
野
町
で
の
受
入
れ



平成２１年９月平成２１年９月号号５

参
加
し
た
隊
員
か
ら
は「
作
業
が
終

わ
っ
て
空
を
見
上
げ
た
ら
気
分
そ
う
快
。

汗
を
流
し
て
働
く
っ
て
い
い
な
ぁ
と
実

感
し
た
」と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
る

な
ど
自
然
の
中
で
の
作
業
に
喜
び
を
感

じ
る
４
日
間
で
し
た
。

　
合
併
後
は
、平
成
　
年
度
と
今
年
度

１８

の
２
回
、南
真
弓
区
で
受
け
入
れ
ま
し

た
。

　
和
田
山
町
で
は
平
成
６
年
度
と
　
年
１０

度（
と
も
に
８
月
）に
協
力
隊
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
和
田
山
町
で
初
の
開
催
と
な
っ
た
平

成
６
年
度
の
受
入
地
区
は
藤
和
区
。同

区
に
は
、「
地
元
の
役
に
立
ち
た
い
」と

の
期
待
と
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
　２４

人
の
青
年
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
隊
員
は
、河
川
の
草
刈
り
や
林
道
の

整
備
、竹
田
城
登
山
道
の
整
備
な
ど
地

元
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、数
日
前
に
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
た
と
は
思
え
な
い
見

事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
４
日
間
の
作
業

を
こ
な
し
ま
し
た
。ま
た
、ホ
ー
ム
ス
テ

イ
も
経
験
。「
地
元
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ

え
て
本
当
の
家
族
の
よ
う
だ
っ
た
。新

し
い
ふ
る
さ
と
が
で
き
た
」と
話
す
隊

員
も
い
ま
し
た
。

　
合
併
後
は
、平
成
　
年
度
に
竹
田
４

１９

地
区（
米
屋
町
・
栄
町
・
竹
田
中
町
・
殿

町
）で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
山
東
町
で
は
平
成
３
年
度
３
月
に
協

力
隊
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
受
入
地
区
は
滝
田
区
、大
垣
区
、矢
名

瀬
下
町
区
、矢
名
瀬
中
町
区
、川
原
町
区
、

上
ゲ
町
区
の
６
地
区
。　
人
の
青
年
が

２７

参
加
し
、砂
防
ダ
ム
周
辺
整
備
や
植
樹

な
ど
の
奉
仕
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

訪
問
し
、一
緒
に
食
卓
を
囲
む
な
ど
交

流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　
合
併
後
は
、平
成
　
年
度
に
与
布
土

２０

地
区（
与
布
土
地
域
自
治
協
議
会
）で
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　
朝
来
町
で
は
、平
成
２
年
度
か
ら
平

成
６
年
度
を
除
く
す
べ
て
の
年
で
受
入

れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
度
の
第
１
回
の
協
力
隊
は

８
月
に
来
町
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
初
め
て
の
取
組
と
あ
っ
て
、

参
加
し
た
　
人
の
隊
員
も
受
入
地
区
の

３９

皆
さ
ん
も
不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
ス

タ
ー
ト
。滞
在
中
、隊
員
た
ち
は
コ
ス
モ

ス
街
道
づ
く
り
や
河
川
清
掃
、お
年
寄

り
や
地
元
青
年
と
の
交
流
を
経
験
し
ま

し
た
。

　
協
力
隊
と
受
入
地
区
の
皆
さ
ん
は
、

地
域
の
た
め
に
役
に
立
つ
と
い
う
同
じ

目
的
を
も
っ
て
活
動
。さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、互
い
に
充

実
し
た
６
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
は
、平
成
　
年
度
に
立
脇
区

１７

と
中
田
路
区
、平
成
　
年
度
に
立
脇
区

１８

と
山
内
区
、平
成
　
年
度
に
愛
タ
ウ
ン
、

１９

平
成
　
年
度
に
佐
囊
５
地
区（
老
波
区
・

２０

神
子
畑
区
・
土
肥
区
・
平
野（
朝
来
）区
）、

今
年
度
は
澤
区
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

河川の清掃作業に取り組む隊員たち（平
成６年度）

桜の木を植樹する隊員たち（平成３年度）

地区の皆さんとコスモスを植える隊員
たち（平成２年度）

部
の
人
と
人
と
の
交
流
」と
い
う
目
的

を
理
解
し
て
協
力
し
て
も
ら
い
、
と
て

も
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
隊
員
た
ち
は
毎
年
、不
安
と
期
待
を

胸
に
朝
来
市
を
訪
れ
ま
す
。
し
か
し
、
受

入
地
区
の
皆
さ
ん
が
非
常
に
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
だ
さ
る
た
め
、皆
さ
ん
と

す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
朝
来
市
を
訪
れ
た
隊
員
の

中
に
は
、
今
で
も
受
入
地
区
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
続
け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、こ
の
事
業
が
一
過
性
の

も
の
と
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、今

で
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
続
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
す
ば
ら
し

い
こ
と
で
す
。

　
人
と
人
と
の
新
た
な
交
流
を
生
み
出

す
こ
の
事
業
を
、今
後
も
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

隊
員
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
皆
さ

ん
に
感
謝

（財）兵庫県青少年本部
前田信行事務局長

　
朝
来
市
の
皆

さ
ん
に
は
、「
ふ

る
さ
と
青
年
協

力
隊
」事
業
の

「
都
市
と
農
村

隊
員
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
皆
さ

ん
に
感
謝

和
田
山
町
で
の
受
入
れ

山
東
町
で
の
受
入
れ

朝
来
町
で
の
受
入
れ

都市と農村、交流続けて２０年―ふるさと青年協力隊の活動を振り返る―
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●
南
真
弓
区
で
の
活
動

　
１
日
目（
７
月
　
日
）は
、

３１

地
元
の
皆
さ
ん
と
区
内
に
あ

る「
前
の
山
公
園
」の
草
刈
り

作
業
。作
業
の
終
盤
に
は
　１０

本
の
サ
ザ
ン
カ
を
参
加
者
全

員
で
植
樹
し
ま
し
た
。作
業

の
後
は
南
真
弓
公
民
館
で
地

区
交
流
会
に
参
加
。隊
員
と

地
区
の
皆
さ
ん
が
懇
談
し
な
が
ら
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
２
日
目
（
８
月
１
日
）は
、生
野
の
ま

ち
を
散
策
。生
野
銀
山
な
ど
を
訪
れ
、

「
銀
山
の
ま
ち
・
生
野
」に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

●
澤
区
で
の
活
動

　
１
日
目（
７
月
　
日
）は
、デ
イ
サ
ー

３１

ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
ふ
る
さ
と
」で
高
齢
者

の
皆
さ
ん
と
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
。

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
歌
を
歌
っ
て
楽
し
み

ま
し
た
。そ
の
後
は
澤
公
民
館
で
交
流

会
。バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
お
な
か
を
満
た

し
た
後
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
行
い
、盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
（
８
月
１
日
）は
、
秋
祭
り
で

使
う「
シ
デ
」作
り
。地
元
の
皆
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、竹
に
差
し
た

紙
を
折
り
曲
げ
、
丸
く
開
い
て
出
来
上

が
り
。最
後
に
名
前
を
書
い
て
自
分
専

用
の「
シ
デ
」を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
作
業
が
終
わ
る
と
、宿
泊

　
隊
員
た
ち
は
７
月
　
日
　
時
ご
ろ
、

３１

１１

受
入
地
区
の
皆
さ
ん
が
待
つ
市
役
所
朝

来
庁
舎
に
到
着
。あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ
り

ホ
ー
ル
に
移
動
し
た
後
、歓
迎
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、協
力
隊
事
業
が
今

年
度
で
　
年
目
と
な
る
こ
と
か
ら
記
念

２０

式
典
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
か
ら
は
、受
入
地
区
の
南

真
弓
区
と
澤
区
に
分
か
れ
て
早
速
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

年
目
と
な
る
今
年
度

　
　
年
目
と
な
る
今
年
度
もも
ふ
る
さ
と
協
力
隊
が
来
訪

ふ
る
さ
と
協
力
隊
が
来
訪
。。
今
年
度

今
年
度

２０２０
は
７
月

日
か
ら
８
月
２
日
の
３
日
間
、
神
戸
市
や
明
石
市
か

は
７
月
　
日
か
ら
８
月
２
日
の
３
日
間
、
神
戸
市
や
明
石
市
か
らら

３１３１

訪
れ
た

人
の
隊
員
が
、
市
内
で
活
動
し
ま
し
た

訪
れ
た
　
人
の
隊
員
が
、
市
内
で
活
動
し
ま
し
た
。。

１２１２

こ
こ
で
は
そ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す

　
こ
こ
で
は
そ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。。

スカイビラさの
う周辺のごみ拾
いを行う隊員た
ち（８月２日）

協力隊と受入地
区など関係者の皆さんとの記
念写真（７月３１日）

使い方を教えてもらいながら刈
り払い機を使って公園の草刈り
を行いました（南真弓区。7月３１
日）

年
目
の
協
力
隊
来

　
年
目
の
協
力
隊
来
訪訪

２０２０
カ
メ
ラ
ル
ポ

　!!!!

カ
メ
ラ
ル
ポ

全
体
交
流
会
と
最
後
の
活
動

地
区
の
皆
さ
ん
が
隊
員
を
歓
迎

受
入
地
区
で
一
緒
に
活
動

地元の高齢者の皆さんと交流（澤区。
７月３１日）
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先
の
ス
カ
イ
ビ
ラ
さ
の
う
に
移
動
。夕

方
か
ら
は
同
施
設
で
行
わ
れ
た
全
体
交

流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
交
流
会

で
は
、２
日
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、地

区
の
皆
さ
ん
と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

　
３
日
目（
８
月
２
日
）は
施
設
周
辺
の

草
刈
り
の
予
定
が
あ
い
に
く
の
雨
で
中

止
に
。替
わ
り
に
ご
み
拾
い
を
行
い
、３

日
間
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
で
隊
員
の
参
加
人
数
が
例
年
に
比

べ
て
少
な
く
、　
人
の
参
加
に
な
り
ま

１２

し
た
が
、ど
の
隊
員
も
積
極
的
に
受
入

地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。

交流の記念にサザンカを植樹（南真弓区。7月３１日）

秋祭りで使う「シデ」作り（澤区。８月１日）

（
ス
カ
イ
ビ
ラ
さ
の
う
。

８
月
１
日
）

出
会
い
を
祝
し
て
乾
杯
！

り、交流を通じて地元の活性化にもつながっ

たので受け入れてよかったと思います。

　植樹したサザンカの成長も楽しみ。花が咲

くころにはまた帰ってきたいですね。

て、バーベキューやカラオケを楽しみ

ました。

　澤区では年間を通じていろいろなイ

ベントを行っていますので、隊員の皆

さんはいつ来てもらっても大歓迎。普

段でも、こちらに来た時には気兼ねな

く寄っていってもらいたいですね。

参参加加者者
のの声声

南真弓区の活
動に参加
橋本修一さん
（神戸市）

澤区の活動に
参加
福井真帆さん
（尼崎市）

南真弓区区長
坂本　薫さん

澤区区長
丸尾良昭さん

　協力隊の活動に参加したのも、朝来市を訪

れたのもはじめて。いろいろ不安なことばか

りでしたが、そんな不安も吹き飛ぶくらい、澤区の

皆さんにはとても良くしてもらいまし

た。ホームステイ先の家族の皆さんも

とても優しく、夜遅くまで話し込んで

しまったり…。お別れの時にも声をか

けてもらい、「また来よう！」と強く思

いました。

　秋祭りには、自分でつくった「シデ」

で参加したいですね。

　澤区では、受入れに際して、隣保ごとに役割

を決めて全員協力して準備を行いました。

いい刺激になったし、交流会ではみんな一緒になっ

　南真弓区では、都市部の若者との交

流が楽しめればと思い、区の皆さんの

積極的な協力を得て協力隊の受入れを

引き受けました。

　協力隊の皆さんは草刈りなどの作業

に一生懸命に取り組んでくれましたし、

交流会でも時間いっぱい楽しく過ごせ

　協力隊事業を通じて地元の皆さんの結束も強ま

　朝来市での協力隊の活動には２回目

の参加。受入地区の南真弓の皆さんは

とても優しく、とても親切。不慣れな作

業の時にはそばで見てもらったり、疲

れた時には声を掛けてもらったりしま

した。

　夜は交流会でいろいろな話ができて

楽しい時間を過ごせました。第２のふ

るさとができたみたいです。

　都市部の若者が来るということで区にとっても

ました。隊員と再会の約束をした人もいたようです。



　
第
１
回
の
受
入
地
区
の
一
つ
・
佐
中

区
。
７
月
　
日
、同
区
内
に
あ
る
千
年

１０

家
で
当
時
の
関
係
者
が
集
ま
り
、思
い

出
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
集
ま
り
の
参
加
者
で
、当
時
の

区
長
・
松
田
貢
さ
ん
と
、隊
員
と
し
て
参

加
し
、現
在
市
内
在
住
の
今
井
英
子
さ

ん（
駅
北
区
）と
千
葉
良
子
さ
ん（
栃
原

区
）の
３
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◎
受
入
れ
か
ら
　
年
。
今
で
も
続
く
交

２０

　
流
　「
は
じ
め
て
の
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
大

変
で
し
た
が
、区
の
活
性
化
に
も
な
っ

た
し
、お
互
い
に
い
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。終
わ
っ
て
み
れ
ば
、受
け
入
れ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
よ
」と
語

る
の
は
、当
時
の
佐
中
区
区
長
・
松
田
貢

さ
ん
。「
隊
員
の
皆
さ
ん
が
汗
だ
ら
け
に

な
っ
て
働
く
姿
を
見
て
い
た
ら
、こ
ち

ら
も『
も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
』と
元
気
に

な
り
ま
し
た
。同
じ
作
業
を
し
、『
同
じ

釜
の
飯
』を
食
べ
た
仲
間
と
い
う
こ
と

で
親
し
み
も
わ
き
ま
し
た
」と
当
時
を

協
力
隊
か
ら
続
く
新
た
な
つ
な
が

協
力
隊
か
ら
続
く
新
た
な
つ
な
が
りり
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振
り
返
え
り
ま
す
。

　
　
年
た
っ
た
今
も
当
時
参
加
し
た
隊

２０
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
続
く
同
区
。

毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
納
涼
大
会
に
は
、

同
区
内
で
作
業
を
行
っ
た
隊
員
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
参
加
し
、交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
松
田
さ
ん
は「
都
市
と
の
交
流
は
大

事
な
こ
と
。い
ろ
ん
な
地
区
で
こ
う
い

う
交
流
が
広
が
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
で

す
ね
」と
話
し
ま
し
た
。

◎
自
然
の
豊
か
さ
、人
と
人
と
の
つ
な

　
が
り
に
感
動

　「
協
力
隊
の
作
業
で
は
じ
め
て
川
の

中
に
入
り
ま
し
た
。活
動
期
間
中
は
い

ろ
ん
な
こ
と
が
は
じ
め
て
で
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
」と

笑
顔
で
語
る
今
井
さ
ん
。夜
、空
を
見
上

げ
た
時
、都
会
と
は
違
っ
て
た
く
さ
ん

見
え
る
星
の
数
に
び
っ
く
り
し
た
そ
う

で
す
。

　
協
力
隊
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
結
婚
し
、現
在
、市
内
で
家
族
４
人

で
暮
ら
す
今
井
さ
ん
。「
協
力
隊
で
来
た

時
に
感
じ
た『
自
然
の
豊
か
さ
』や『
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
』。そ
れ
は
住
ん
で

い
て
今
で
も
感
じ
る
こ
と
。川
に
入
っ

協
力
隊
受
け
入
れ
地
区
と
隊
員
数

●
旧
生
野
町

受
け
入
れ
年
度

平
成
５
年
度

回
数

第
４
回

受
け
入
れ
地
区

栃
原
地
区

隊
員
数

　
人
２０

●
旧
和
田
山
町

受
け
入
れ
年
度

平
成
６
年
度

平
成
　
年
度

１０

回
数

第
５
回

第
９
回

受
け
入
れ
地
区

藤
和
区

白
井
区

隊
員
数

　
人
２４　

人
２６

●
旧
山
東
町

受
け
入
れ
年
度

平
成
３
年
度

回
数

第
２
回

受
け
入
れ
地
区

滝

田

区
・
大

垣

区
・
矢
名
瀬
下
町

区
・
矢
名
瀬
中
町

区
・
川
原
町
区
・

上
ゲ
町
区

隊
員
数

　
人
２７

●
旧
朝
来
町

受
け
入
れ
年
度

平
成
２
年
度

平
成
３
年
度

平
成
４
年
度

平
成
５
年
度

平
成
７
年
度

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
　
年
度

１０

平
成
　
年
度

１１

平
成
　
年
度

１２

回
数

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
６
回

第
７
回

第
８
回

第
９
回

第
　
回
１０

第
　
回
１１

受
け
入
れ
地
区

佐

中

区
・
上

八

代
区
・
納
座
区
・

神

子

畑

区
・
中

田

路

区
・
多

々

良
木
区

伊
由
市
場
区
・
佐
中
区

川
上
区
・
土
肥
区

山
内
区
・
老
波
区

澤
区
・
平
野（
朝
来
）区

石
田
区
・
山
本
区

物
部
区
・
八
代
区

桑
市
区
・
口
田
路
区

立
脇
区
・
奥
田
路
区

多
々
良
木
区
・
羽
渕
区

隊
員
数

　
人
３９　

人
２５　

人
２４　

人
２２　

人
２０　

人
２２　

人
２１　

人
１７　

人
１９　

人
２２

朝
来
市
を
訪
れ
た
隊
員
の
中
に
は
、
活
動
終
了
後
も
そ
の
多

　
朝
来
市
を
訪
れ
た
隊
員
の
中
に
は
、
活
動
終
了
後
も
そ
の
多
くく

がが「
里
帰
り
」
し

「
里
帰
り
」
し
、、受
入
地
区
の
地
域
行
事
に
参
加
し
て
い

受
入
地
区
の
地
域
行
事
に
参
加
し
て
い
まま
す
。ま

す
。ま

た
、
中
に
は
活
動
を
通
し
て
朝
来
市
の
「
良
さ
」

た
、
中
に
は
活
動
を
通
し
て
朝
来
市
の
「
良
さ
」
にに
感
銘
し
て
実
際

感
銘
し
て
実
際

に
移
り
住
ん
だ
人
も
。
こ
こ
で
は
、
第
１
回
の
参
加
者
や
受
入

に
移
り
住
ん
だ
人
も
。
こ
こ
で
は
、
第
１
回
の
参
加
者
や
受
入
地地

区
の
関
係
者
に
当
時
の
思
い
出
な
ど
を
聞
き
ま
し
た

区
の
関
係
者
に
当
時
の
思
い
出
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。。

第１回の協力隊隊員として参加し、現在市内在住の今井さん（左）と千葉さん（中央）、当時の
佐中区区長の松田さん（右）

第１回のふるさと青
年協力隊の受入れを
行った当時の佐中区
区長・松田貢さん

千
年
家
で
当
時
を
振
り
返
る



平成２１年９月平成２１年９月号号９

　
今
年
度
で
　
年
目
を
迎
え
た「
ふ
る

２０

さ
と
青
年
協
力
隊
」事
業
。こ
の
事
業
を

通
じ
て
、た
く
さ
ん
の
朝
来
市
フ
ァ
ン

が
増
え
、受
入
地
区
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。そ
し
て
、数
多
く
の
出

会
い
と
今
も
続
く
交
流
が
生
ま
れ
ま
し

た
。ま
た
、関
係
者
の
話
や
活
動
中
の
隊

員
と
受
入
地
区
の
皆
さ
ん
の
様
子
か
ら

は
、こ
の
事
業
の
楽
し
さ
や
充
実
感
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
協
力
隊
事
業
の
ほ
か
に
も
、市
内
で

は
、都
市
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
地

区
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
区
も

含
め
、今
後
も
地
域
を
元
気
に
す
る
都

市
と
農
村
の
交
流
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

て
遊
ん
だ
り
、カ
ブ
ト
ム
シ
を
捕
り
に

行
っ
た
り
、そ
う
い
う
環
境
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
が
た

い
で
す
ね
」と
話
し
ま
し
た
。

◎
協
力
隊
で
感
じ
た
田
舎
暮
ら
し
へ
の

　
あ
こ
が
れ
が
現
実
に

　「
都
会
の
き
ら
び
や
か
さ
が
か
っ
こ

い
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、協
力
隊
に

参
加
し
て
太
陽
の
下
で
汗
を
流
し
た
時

は
楽
し
か
っ
た
。そ
う
い
う
こ
と
が
自

分
に
一
番
合
っ
て
い
る
、自
分
が
出
せ

る
と
感
じ
ま
し
た
」と
参
加
し
た
当
時

を
思
い
出
す
千
葉
良
子
さ
ん
も
第
１
回

の
参
加
者
。「
協
力
隊
に
参
加
し
て
か
ら
、

こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
」と
思

い
続
け
、平
成
　
年
に
生
野
町
の
空
き

１４

家
空
き
地
制
度
を
利
用
し
て
栃
原
区
に

移
住
。「
移
り
住
ん
で
よ
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
」。

　
千
葉
さ
ん
は
協
力
隊
事
業
に
つ
い
て
、

「
都
市
部
の
若
者
と
受
入
地
区
の
人
、そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
や
価
値
観
は
当
然
違
い

ま
す
。協
力
隊
の
活
動
を
通
じ
て
お
互

い
が
少
し
で
も
理
解
し
合
え
た
ら
、そ

れ
だ
け
で
も
意
義
の
あ
る
活
動
だ
と
思

い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

平
成
　
年
度

１３

平
成
　
年
度

１４

平
成
　
年
度

１５

平
成
　
年
度

１６

第
　
回
１２

第
　
回
１３

第
　
回
１４

第
　
回
１５

立
野
区
・
元
津
区

山
口
区
・
上
岩
津
区

新
井
１
区
・
２
区
・
３
区

上
八
代
区
・
佐
中
区

　
人
１６　

人
２２　

人
２２　

人
２３

第１回のふるさと青
年協力隊に参加した
今井英子さん（現在
市内在住）

第１回のふるさと青
年協力隊に参加した
千葉良子さん（現在
市内在住）

延
べ
５
０
３
人
の
隊
員
が
参
加

●
朝
来
市
（
合
併
以
降
）

受
け
入
れ
年
度

平
成
　
年
度

１７

平
成
　
年
度

１８

平
成
　
年
度

１９

平
成
　
年
度

２０

平
成
　
年
度

２１

回
数

第
　
回
１６

第
　
回
１７

第
　
回
１８

第
　
回
１９

第
　
回
２０

受
け
入
れ
地
区

立
脇
区
・
中
田
路
区

南

真

弓

区
・
立

脇
区
・
山
内
区

竹
田
地
区（
米
屋

町
区
・
栄
町
区
・

竹
田
中
町
区
・
殿

町
区
）愛
タ
ウ
ン

与
布
土
地
域
自
治

協
議
会
・
佐
囊
５

地
区（
老
波
区
・
神

子
畑
区
・
土
肥
区
・

平
野（
朝
来
）区
）

南
真
弓
区
・
澤
区

隊
員
数

　
人
２０　

人
２３　

人
１９　

人
１８　

人
１２

　７月２６日、佐中区で行われた「佐中ふ

れあいまつり」に、ふるさと青年協力隊の

ＯＧが参加しました。

　この日、同区を訪れたのは辰巳富美枝

さん（姫路市）ら４人。４月に同区の山下

操さんの家に遊びに来た時に、このまつ

りに誘われたのがきっかけで、辰巳さん

がほかの３人に声をかけました。

　まつりでは、山下さんやほかの３人の

ＯＧと久しぶりの再会を喜び合った辰巳

さんは、地域の皆さんと談笑しながら

バーベキューや流しそうめんを楽しみま

した。

～今も続く交流～
協力隊ＯＧが佐中を訪問

第１回のふるさと青
年協力隊に参加した
今井英子さん（現在
市内在住）

そうめん流しを楽しむ辰巳さん（右）

　協力隊では、５日間お

世話になりました。

　この５日間は、自然豊

かな広々とした朝来の地

で、ほかの隊員や地元の

皆さんと一緒に汗をかき

ながら作業に取り組み、

地区の運動会や夏祭りに

参加しました。

　いろいろはじめてのこ

とばかりでしたが、皆さ

メッセージ

ふるさと青年協力隊２０年に寄せて

朝来市はわたしの心のふるさと

第１回ふるさと青
年協力隊に参加
浦田千香子さん
（神戸市）

ん優しくしていただき、とても楽しい５

日間でした。

　協力隊が終わってからも何度か受入地

区に足を運んだことがあります。

　以前協力隊の活動で一緒だった人のと

ころには、いつでも会いに行けます。ずっ

と朝来市に通えるのはいつもわたしを受

け入れてくれるから。本当に自分の田舎

に遊びに行く感覚です。わたしにとって、

朝来市は大事な場所の一つです。

都
市
と
の
交
流
で
地
域

も
元
気
に

都市と農村、交流続けて２０年―ふるさと青年協力隊の活動を振り返る―



　現在豊岡河川国道事務所では、北近畿豊岡自動車道のうち、養父市高柳（（仮）八鹿イン
ターチェンジ）から、朝来市和田山町市御堂（和田山ジャンクション）までの「和田山八鹿道
路（１３．７㌔）」の早期開通に向けて整備中です。
　今月は、朝来市域での進捗状況をお知らせします

北近畿豊岡自動車道「和田山八鹿道路」の工事の模様③

　
朝
来
市
内
で
は
、
 上
谷
 ト
ン

か

み

た

に

ネ
ル
、
 別
所
 ト
ン
ネ
ル
、 枚
田
 ト

べ

っ

し

ょ

 

ひ

ら

た

ン
ネ
ル
の
３
つ
の
ト
ン
ネ
ル
や
、

別
所
高
架
橋
、 芳
賀
野
 高
架
橋
、

は

が

の

円
山
川
橋
の
３
つ
の
橋
な
ど
全

線
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
上
谷
ト
ン
ネ
ル
（
全
長
１
，
４

７
３
㍍
）
で
は
、平
成
　
年
８
月

２１

４
日
に
ト
ン
ネ
ル
本
体
が
貫
通

し
た
と
こ
ろ
で
す
。現
在
は
、ト

ン
ネ
ル
入
り
口
部
分
の
大
規
模

な
盛
土
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
別
所
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
平
成

　
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、

２２昨
年
か
ら
ト
ン
ネ
ル
本
体
を
南

側
か
ら
掘
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、全
長
１
，４
８
５
㍍
の

　
上
谷
ト
ン
ネ
ル

上谷トンネル

　
別
所
ト
ン
ネ
ル

広報 朝朝来来 １０



平成２１年９月平成２１年９月号号１１

約
　
㌫
を
掘
り
進
ん
で
い
ま
す
。

４０
　
枚
田
ト
ン
ネ
ル
で
は
、ト
ン

ネ
ル
本
体
の
掘
削
工
事
に
先
行

し
、ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
切
土
工

事
や
、河
川
の
付
け
替
え
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。ト
ン
ネ
ル

本
体
の
工
事
は
、今
年
度
内
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
別
所
高
架
橋
で
は
、昨
年
度

末
に
橋
脚
と
橋
台
の
工
事
の
大

部
分
が
完
了
し
、現
在
、八
鹿
側

の
橋
台
２
基
を
工
事
中
で
す
。

ま
た
現
地
で
の
工
事
と
並
行
し

て
、橋
本
体
を
工
場
で
製
作
し

て
い
ま
す
。今
年
度
内
に
は
、現

地
で
の
据
付
け
を
始
め
る
予
定

で
す
。な
お
こ
の
橋
の
完
成
は
、

平
成
　
年
度
末
を
予
定
し
て
い

２２

ま
す
。

　
芳
賀
野
高
架
橋
で
は
、橋
を

か
け
る
た
め
の
橋
脚
と
橋
台
の

工
事
が
完
了
し
、今
後
は
橋
本

体
を
か
け
る
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
円
山
川
に
か
か
る
円
山
川
橋

で
は
、現
在
、橋
を
か
け
る
た
め

土
台
と
な
る
、橋
脚
と
橋
台
の

基
礎
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、橋
脚
・
橋
台

の
本
体
工
事
を
順
次
行
う
予
定

で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
和
田
山
八
鹿

道
路
全
線
に
渡
っ
て
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。工
事
中
は
、市

内
で
の
工
事
車
両
の
通
過
や
工

事
機
械
の
騒
音
な
ど
地
域
の
皆

様
に
は
、大
変
な
御
迷
惑
を
お

掛
け
し
て
い
ま
す
。和
田
山
八

鹿
道
路
の
早
期
開
通
に
向
け
て

工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
橋
梁
名
・
ト
ン
ネ
ル
名
は
仮

　
称
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
工
務
第
二
課
・
調
査
第
二
課

　
☎
０
７
９
６
―
２
６
―
２
３
５
６

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.kkr.m

lit.g
o.jp/toyooka

/

　
携
帯
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://m
a
ruya
m
a
r9
-b
osa
i.g
o.jp/

枚田トンネル周辺

別所高架橋

円山川橋基礎

別所トンネル

　
枚
田
ト
ン
ネ
ル

　
別
所
高
架
橋

　
芳
賀
野
高
架
橋

芳賀野高架橋

　
円
山
川
橋

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　
上
谷
ト
ン
ネ
ル
工
事
で

は
、大
規
模
な
盛
土
や
、切

土
の
工
事
を
行
う
に
当

た
っ
て「
Ｉ
Ｔ
土
工
シ
ス

テ
ム
」な
ど
の
新
し
い
工

事
方
法
の
試
験
施
工
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
建

設
機
械
に
複
数
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

や
計
測
機
器
を
取
り
付
け
、

機
械
が「
ど
こ
に
い
る
か
」

や「
ど
の
よ
う
に
動
い
て

い
る
か
」を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
把
握
し
、立
体
画
像

の
設
計
図
の
中
に
取
り
込

む
こ
と
で
工
事
途
中
の
進

捗
状
況
を
管
理
す
る
も
の
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
こ
と
で
、工
事
前
・
途
中

の
測
量
が
省
力
化
で
き
る

た
め
、工
事
の
高
品
質
化

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、建
設
機
械
同
士
の

位
置
が
把
握
で
き
る
こ
と

か
ら
、接
触
事
故
の
防
止

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

振動ローラー

　
｢
上
谷
ト
ン
ネ
ル
｣
で
は
、
盛

土
の
締
固
め
管
理
を
行
う
の
に
こ

の
技
術
を
活
用
し
、
締
固
め
を
行

う
振
動
ロ
ー
ラ
ー
に
加
速
度
計
と

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
取
り
付
け
、
地
盤
の
締

固
め
状
況
と
締
固
め
位
置
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
管
理
し
な
が
ら
効
率

的
な
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

締固め管理システム監視モニター

加
速
度
計

GPS受信機

国土交通省豊岡河川国道事務所からのおしらせ



　
市
は
７
月
　
日
、ア
ー
ト
ほ
ほ
え

３０

み
で
第
５
回
朝
来
市
高
齢
者
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、８
０
２
０
運
動（「
　
歳
８０

に
な
っ
て
も
　
本
自
分
の
歯
を
保
ち

２０

ま
し
ょ
う
」と
い
う
運
動
）の
一
環
と

し
て
、高
齢
者
が
口
く
う
衛
生
に
気

を
つ
け
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
推
進
す
る
の
が
目
的
。

今
年
は
　
歳
以
上
の
　
人
が
参
加
し

６５

２５

ま
し
た
。

　
市
内
の
６
人
の
歯
科
医
師
が
歯
並

び
や
虫
歯
の
有
無
な
ど
を
審
査
し
た

結
果
、市
長
賞
に
は
虫
歯
ゼ
ロ
で
自

分
の
歯
を
　
本
持
つ
　
歳
の
永
田
高

２８

７３

士
さ
ん（
林
垣
区
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

永
田
さ
ん
は「
歯
磨
き
は
１
日
３
回

食
事
の
後
に
必
ず
し
ま
す
。歯
が
丈

夫
な
お
か
げ
で
体
も
健
康
で
す
。」と

話
し
て
い
ま
し
た
。（
　
ペ
ー
ジ
に
関

１６

連
記
事
）

の
健
康
は
、歯
の
健
康
か
ら

体体　
市
は
８
月
２
日
、あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ

り
ホ
ー
ル
で「
人
権
文
化
を
す
す
め

る
市
民
の
集
い
」を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
集
い
で
は
、人
権
を
も
っ
と

身
近
に
考
え
て
も
ら
お
う
と
６
月
に

募
集
し
た
人
権
川
柳
の
入
賞
作
品
を

発
表
。百
　
句
の
応
募
の
中
か
ら
最

２４

優
秀
に
西
垣
晃
さ
ん（
新
井
３
区
）の

「
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
あ
っ
て
町
 活
 
い

き
る
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、関
西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
山
本
浩
之
さ
ん
を
講
師
に
迎

え「
い
ま
、守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
」と
題
し
た
人
権
講
演
会
を
開

催
。山
本
さ
ん
は
、笑
顔
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話

し
ま
し
た
。（
　
ペ
ー
ジ
に
関
連
記

１６

事
）

権
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う

人人

　　
豊
臣
時
代
は
鉱
山
の
開
発
が
積

極
的
に
進
め
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。

特
に
こ
の
時
代
に
は
新
た
な
製
錬

技
術（
 灰
  吹
  法
 ）が
導
入
さ
れ
た
こ

は
い
 
ふ
き
 
ほ
う

と
に
よ
り
、増
産
に
大
き
く
拍
車

が
か
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
永
禄
　
年（
１
５
６
９
）、
織
田

１２

信
長
は
但
馬
を
攻
め
ま
す
が
、
そ

の
真
の
ね
ら
い
は
生
野
銀
山
を
掌

握
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。そ

の
後
、秀
吉
が
天
正
８
年（
１
５
８

０
）に
但
馬
を
平
定
し
、信
長
に
生

野
銀
山
を
与
え
ら
れ
た
時
、代
官

を
置
い
て
積
極
的
に
鉱
山
の
開
発

に
努
め
ま
し
た
。

　
天
正
　
年（
１
５
９
０
）以
降
は

１８

隆
盛
を
き
わ
め
、特
に
慶
長
２
年

（
１
５
９
７
）
の
生
野
を
は
じ
め
と

す
る
但
馬
の
銀
山
か
ら
の
運
上
銀

は
、全
国
の
銀
山
か
ら
の
運
上
銀

総
数
の
　
㌫
を
占
め
て
い
た
よ
う

７８

で
す（
兵
庫
県
史
）。

　
こ
の
よ
う
に
、生
野
銀
山
の
発

展
と
と
も
に
作
ら
れ
た
生
野
代
官

所
は
、生
野
鉱
山
を
掌
握
す
る
た

め
の
政
庁
的
性
格
を
有
す
る
施
設

と
し
て
ま
ち
の
中
核
を
成
し
、そ

の
範
囲
は
、現
在
の
郵
便
局
を
中

心
と
し
て
、
南
北
約
百
　
㍍
、
東
西

５０

約
百
㍍
の
規
模
を
も
っ
て
い
た
よ

生野の景観生野の景観①①
「豊臣時代の鉱山開発と生野「豊臣時代の鉱山開発と生野」」

第２２回

広報 朝朝来来 １２

たくさんの聴衆を前に講演する関西テレ
ビアナウンサーの山本さん 市長賞受賞を喜ぶ永田さん

市政フラッシ市政フラッシュュ

①生野代官所跡の濠跡

生野代官所跡の濠跡（石垣部分を
正面から）



平成２１年９月平成２１年９月号号１３

う
で
す
。ま
た
、そ
の
周
り
に
は
町

屋
が
広
が
り
、こ
れ
が
現
在
の
生

野
の
市
街
地
の
基
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、こ
の
生
野

代
官
所
の
構
造
を
解
明
す
る
た
め

発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
写
真
①
は
、生
野
義
挙
碑
の
西

隣
を
発
掘
し
た
時
に
見
つ
か
っ
た

 濠
 跡
で
す
。

ご
う　

生
野
代
官
所
の
構
造
上
の
位
置

で
言
え
ば
、代
官
所
を
画
す
る
内

濠
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
ま
す
。そ

の
規
模
は
濠
幅
約
８
㍍
、
深
さ
は

約
３
㍍
を
有
す
る
大
き
な
も
の
で
、

石
垣
の
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
代
官
所
の
周
り
に
は
町
屋
を

守
る
よ
う
に
、そ
の
外
側
に
は
写

真
②
の
よ
う
な
素
掘
り
の
外
濠
が

め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。

　
生
野
史
に
よ
れ
ば
、「
銀
山
旧

記
」の
記
載
と
し
て
、山
名
時
代
に

既
に
三
層
の
天
守
と
外
濠
・
内
濠

を
備
え
た
本
格
的
な
平
城
が
完
成

し
て
い
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。山

名
時
代
か
ら
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、少
な
く
と
も
豊
臣
時

代
に
は
こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
平

城
と
城
下
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。そ
し
て
こ

の
よ
う
な
景
観
が
江
戸
時
代
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
代
官
所
は
明
治
維
新
後
、し
ば

ら
く
は
生
野
県
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
廃
県
と
な
り
、次

第
に
そ
の
敷
地
は
民
間
に
払
い
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、生
野
代
官
所
は

銀
山
を
掌
握
す
る
政
庁
と
し
て
の

役
割
を
終
え
、日
本
の
近
代
化
を

支
え
る
モ
デ
ル
鉱
山
と
し
て
の
新

た
な
姿
へ
と
変
ぼ
う
し
て
い
き
ま

す
。（

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

②
町
を
護
る
外
濠

　
国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用

し
て
優
れ
た
都
市
再
生
整
備
計
画
を

策
定
し
た
地
区
に
贈
ら
れ
る
「
第
４

回
ま
ち
交
大
賞
」全
国
大
会
で
、口
銀

谷
地
区
が
部
門
賞
の「
プ
ロ
セ
ス
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、計
画
策
定
の
過
程（
プ
ロ

セ
ス
）
で
住
民
や
学
識
経
験
者
な
ど

専
門
家
の
意
見
を
計
画
に
反
映
す
る

た
め
に
、
今
後
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
な
取
組
を
行
っ
た
地
区
に
贈
ら
れ

る
も
の
。
同
地
区
の
受
賞
は
、
平
成

９
年
に
住
民
と
行
政
職
員
で
構
成
す

る
地
域
づ
く
り
生
野
塾
を
発
足
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、
合

併
前
か
ら
旧
生
野
町
役
場
が
中
心
と

な
っ
て
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

銀
谷
地
区
が「
ま
ち
交
大
賞
」プ
ロ
セ
ス
賞
を
受
賞

口口
　
県
道
養
父
朝
来
線
と
国
道
３
１
２

号
を
結
ぶ
中
野
橋
と
市
道
物
部
山
内

線
が
完
成
し
、
市
は
７
月
　
日
、
竣

２７

工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
野
橋
は
、
県
が
円
山
川
広
域
河

川
改
修
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
、
事
業
費
約
２
億
６
千
万
円
、
橋

梁
延
長
は
　
㍍
。
市
道
物
部
山
内
線

８６

は
、
同
河
川
改
修
事
業
に
併
せ
て
市

が
実
施
し
た
も
の
で
、
事
業
費
約
１

億
３
千
万
円
、
道
路
延
長
は
５
百
　８４

㍍
で
す
。

　
式
で
は
、
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
く
す
玉
開
き
を
行
っ
た
後
、
関

係
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
が
渡
り
初
め

を
行
い
、
地
域
の
生
活
基
盤
と
な
る

橋
と
道
路
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

野
橋
と
市
道
物
部
山
内
線
の
開
通
を
祝
う

中中

中野橋の渡り初めをする関係者

「第４回まち交大賞」プロセス賞を受賞し
た口銀谷地区



　
市
は
８
月
３
日
か
ら
　
日
の
８
日

１０

間
、
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
で

「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
＆
朝
来
交
流
現
代
美

術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。
昨
年

　
月
に
友
好
交
流
の
調
印
を
取
り
交

１０わ
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ル
ビ
ゾ
ン
市

か
ら
作
家
２
人
が
来
訪
し
、
市
内
在

住
の
椿
野
浩
二
さ
ん
や
内
藤
絹
子
さ

ん
ら
同
美
術
館
で
活
躍
す
る
作
家
３

人
と
共
に
公
開
制
作
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
４
日
に
は
、
椿
野
さ
ん
が
墨
絵
を

披
露
。
独
特
の
技
法
で
描
か
れ
た
竹

な
ど
の
絵
を
見
た
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
作

家
２
人
は
、
早
速
筆
を
手
に
し
て
墨

絵
の
技
法
で
風
景
画
な
ど
を
描
い
て

い
ま
し
た
。

　「
生
野
夏
物
語
」が
８
月
　
日
か
ら

１３

　
日
の
３
日
間
、
生
野
町
の
各
地
で

１５開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
催
し

は
一
昨
年
の
生
野
銀
山
開
坑
１
２
０

０
年
を
記
念
し
始
ま
っ
た
も
の
。　１３

日
に
は
小
野
大
橋
付
近
で
、　

日
に

１４

は
生
野
マ
イ
ン
ホ
ー
ル
周
辺
で
、
江

戸
時
代
か
ら
続
く「
生
野
踊
り
」な
ど

が
踊
ら
れ
、　

日
に
は
市
川
で
「
森

１５

 垣
 

が

い

の
 灯
籠
 流
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と

う

ろ

う

ま
た
、
町
内
各
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
伝
わ
る
伝
統
の
盆
踊
り
も
踊
ら

れ
ま
し
た
。

芸
術
の
交
流
で
墨
絵
を
紹

芸
術
の
交
流
で
墨
絵
を
紹
介介

生
野
銀
山
の
ふ
も
と
で
盆
踊
り
盛
大
に
開

生
野
銀
山
の
ふ
も
と
で
盆
踊
り
盛
大
に
開
催催

椿野さん（右）の描く墨絵に興味津々のバ
ルビゾン市の作家ら

列（連）になって生野踊りを楽しむ参加者

広報 朝朝来来 １４

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

　
７
月
　
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の

２９

期
間
、
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園
で
「
夏
休
み

ふ
る
さ
と
わ
く
わ
く
い
き
も
の
館
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、「
山
東
の
自
然
に

親
し
む
会
」
が
主
催
。
ナ
マ
ズ
や
フ

ナ
、
カ
ワ
ム
ツ
な
ど
の
魚
類
約
　
種
２０

類
が
泳
ぐ
水
槽
や
約
１
千
５
百
種
類

の
昆
虫
の
標
本
な
ど
、
身
近
な
生
き

物
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
　
種
類
の
川

１４

の
生
き
物
が
泳
ぐ
　
㌢
の
水
槽
に
は
、

９０

訪
れ
た
多
く
の
人
の
目
が
く
ぎ
づ
け

に
。
水
中
を
生
き
生
き
と
泳
ぐ
魚
の

姿
に
、
多
く
の
人
が
目
を
輝
か
せ
て

の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
市
は
、
８
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で

７
日
間
、ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
な
ど

で
、「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
国
際
音
楽
祭
２
０

０
９
」を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
陣
に
は
国
内
外
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
７
人
の
演
奏
家
を
迎
え
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
　
歳
か
ら
　
歳

１０

２９

ま
で
の
　
人
が
受
講
。
一
流
の
技
を

２３

間
近
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

期
間
中
に
は
講
師
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
や
ピ
ア
ノ
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ

ス
ン
、
市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
で
の

訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人
が
音
楽
に
親
し
み
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
生
き
物
大
集

ふ
る
さ
と
の
生
き
物
大
集
合合

若
き
演
奏
家
が
一
流
の
技
を
間
近
で
学

若
き
演
奏
家
が
一
流
の
技
を
間
近
で
学
ぶぶ

水槽の中を泳ぐ魚に見入る親子

個人レッスンで講師の高度な技術や音楽性を学ぶ受
講者（左）



平成２１年９月平成２１年９月号号１５

　市内小・中学校に新しく着任した英語指導助

手です。（①出身地 ②期間 ③赴任校 ④好きなこと）

①アメリカ・オレゴン州

②平成２１年８月３日～

　平成２２年８月２日

③梁瀬中学校、粟鹿小学

　校

④野球、バスケットボー

　ル、スポーツ全般

ゲイブ・チェイス

①アメリカ・オレゴン州

②平成２１年８月３日～

　平成２２年８月２日

③和田山中学校

④バスケットボール、読

　書、ランニング、ハイキ

　ング

マシュー・スミス

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
は
６
月
８
日
、
東
京
生

野
会
（
古
谷
利
男
会
長
）
か
ら
、

書
籍
「
捕
虜
と
通
訳
」　

冊
２０

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、同
会
が「
太
平
洋

戦
争
中
、
生
野
鉱
山
に
あ
っ

た
大
阪
捕
虜
収
容
所
生
野
分

所
を
舞
台
に
、
ア
メ
リ
カ
人

捕
虜
と
地
元
住
民
と
の
交
流

を
描
い
た
こ
の
本
を
市
内
の

多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い

た
い
」と
寄
贈
し
た
も
の
。
市

の
ほ
か
、
生
野
ひ
い
き
の
会

を
通
じ
て
生
野
地
域
自
治
協

議
会
な
ど
に
も
寄
贈
し
ま
し

た
。

　
こ
の
本
は
、
和
田
山
図
書

館
と
あ
さ
ご
森
の
図
書
館
、

生
野
公
民
館
と
山
東
公
民
館

の
各
図
書
室
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　　
太
平
洋
戦
争
中
の
生
野
で
の
捕

虜
の
暮
ら
し
を
つ
づ
っ
た「
捕
虜

と
通
訳
」を
持
つ
古
谷
さ
ん

　
市
は
、
８
月
６
か
ら
　
日
ま
で
の

１０

５
日
間
、
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館

周
辺
で
「
あ
さ
ご
芸
術
の
森
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
の
８
月
７
日
と
８
日
の
両

日
に
行
っ
た
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
」
に
は
市
内
外
の
小
学
生

　
人
が
参
加
。
８
日
に
は
縦
１
・
８

２１㍍
、
横
１
・
２
㍍
の
板
６
枚
を
並
べ

た
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
ク
レ
ヨ
ン
で
思

い
思
い
に
好
き
な
絵
を
描
い
て「
巨

大
画
」を
制
作
。
絵
を
描
く
こ
と
の

楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
A
S
A
G
O
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
生
が
７
月
　
日
、
東
京
都
新
宿
区

２６

の
新
宿
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
劇
場
で
単
独

公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
２
年
前
か
ら
開
催
し
て

い
る
同
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
で
俳
優
の

柄
本
明
さ
ん
か
ら
「
朝
来
の
セ
ミ

ナ
ー
に
は
演
劇
の
楽
し
さ
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
て
い
る
。
東
京
の
人
た
ち

に
も
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
が

あ
り
実
現
し
た
も
の
。
上
演
作
品
は

「
小
さ
な
家
と
五
人
の
紳
士
」
で
、
同

セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
の
中
か
ら
７
人
が

演
じ
ま
し
た
。

　
当
日
、
１
か
月
以
上
前
か
ら
練
習

に
励
ん
で
き
た
受
講
生
ら
は
、
緊
張

し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
堂
々
と
役

を
演
じ
て
い
ま
し
た
。

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

芸
術
の
森
で
色
鮮
や
か
な
巨
大
画
を
制

芸
術
の
森
で
色
鮮
や
か
な
巨
大
画
を
制
作作

東
京
で
演
劇
の
楽
し
さ
を
ア
ピ
ー

東
京
で
演
劇
の
楽
し
さ
を
ア
ピ
ー
ルル

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

巨大画を描く子どもたち

「小さな家と五人の紳士」を披露する
セミナー受講生。会場は約５０人で
いっぱいとなる小劇場でしたが、上
演後は乗客からの拍手が絶えません
でした。

東京生野会が
書籍「捕虜と通訳」を市に寄贈

新しい英語指導助手の紹介



　
優
れ
た
技
術
者
と
し
て
県
か
ら
認

定
さ
れ
た
職
人
が
中
学
生
に
技
術
を

伝
え
る
「
ひ
ょ
う
ご
の
 匠
 キ
ャ
ラ
バ

た
く
み

ン
隊
」
が
７
月
　
日
、
梁
瀬
中
学
校

３１

を
訪
問
。
１
年
生
　
人
が
プ
ロ
の
技

６０

を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
講
師
と
て
学
校
を
訪
れ

た
職
人
は
、
石
工
、
建
築
大
工
、
建

具
、
洋
裁
、
左
官
の
５
職
種
　
人
。

２６

生
徒
た
ち
は
、
希
望
の
職
種
ご
と
に

各
教
室
に
分
か
れ
、
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　
石
工
で
は
、
黒
御
影
石
の
研
磨
や

大
理
石
の
文
字
彫
刻
に
挑
戦
。
生
徒

ら
は
自
分
の
名
前
な
ど
や
好
き
な
文

字
な
ど
を
丁
寧
に
彫
っ
て
い
ま
し
た
。

　
山
口
 河
濯
 祭
り
が
７
月
　
日
、
山

か

わ

そ

そ

３０

口
の
円
山
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
身
の
け
が
れ
や
病
、

災
い
を
 人
形
 に
託
し
て
川
へ
流
す

ひ

と

が

た

「
大
は
ら
え
の
神
事
」
や
「
 水
無
月
 の

み

な

づ

き

 夏
越
 の
は
ら
え
す
る
人
は
 千
歳
 の
命

な

ご

し

 

ち

と

せ

延
ぶ
と
い
う
な
り
」
と
唱
え
な
が
ら

「
 茅
 の
輪
」を
く
ぐ
る
こ
と
で
身
を
清

ち
め
る
「
茅
の
輪
の
神
事
」
を
行
い
、

家
内
安
全
や
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願

す
る
も
の
。
当
日
、
境
内
に
集
ま
っ

た
参
加
者
ら
は
、
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ

て
人
形
を
川
に
流
し
、
厄
を
は
ら
っ

て
身
を
清
め
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
ょ
う
ご

「
ひ
ょ
う
ご
のの
匠 匠
 」が
プ
ロ
の
技
を
伝

」が
プ
ロ
の
技
を
伝
授授

た
く
み

茅
の
輪
く
ぐ
り
で
厄
を
は
ら
い
清
め

 茅
 の
輪
く
ぐ
り
で
厄
を
は
ら
い
清
め
るる

ち

無病息災を祈り、茅の輪をくぐる参加者

講
師
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
大
理
石
に
文

字
を
彫
刻
す
る
梁
瀬
中
の
生
徒

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

人権川柳のひろば入賞作品
作　者

（行政区）
川　　柳賞

西 垣　 晃
（新井３区）

それぞれの　意見があって　町 活 きる
い

最優秀賞

今 村 幸 子
（山本区）

言葉って　相手の心を　左右する優秀賞

成 瀬 佳 美
（小野区）

声掛ける　その一言が　宝物優秀賞

早 木 鈴 子
（奥銀谷区）

人権は　権利と義務の　ハーモニー優秀賞

足 立 哲 郎
（東谷区）

プライドと　 見 
み

 栄 で
え

 私 　疲れてる
わたし

入 選

高橋 三重子
（生野２区）

おとしより　だいじにするの　子はみてる入 選

谷 口 道 子
（西土田区）

一人より　みんなと一緒に　笑いたい入 選

羽 渕 慎 也
（新井３区）

 人間 として　生まれたことに　意味がある
ひ と

入 選

吉 井 隆 博
（生野新町区）

人は皆　思い思われ　生きている入 選

※敬称略。優秀賞と入選は５０音順

第５回朝来市高齢者
歯のコンクール受賞者

年齢性別行政区氏　名賞

７３男和田山町林垣永 田 高 士朝来市長賞

８４男山内黒田 源治郎優 秀 賞

７６女山東町柊木山本 むら子優 秀 賞

６９男和田山町駅北中 島　 坦はつらつ賞

７０女和田山町枚田岡岡田 かつゑすこやか賞

７８男和田山町和田山北 垣 文 男すこやか賞

７５女和田山町内海白 藤 幸 野すこやか賞

８６男山東町和賀山 本 寿 雄８０２０ 賞

※敬称略。優秀賞・入選は５０音順。年齢は平成２１年３月末現在

広報 朝朝来来 １６



夏
祭
り

夏
を
盛
り
上
げ
る

夏
祭
り

　
７
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け

　
盛
大
な
花
火
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
人
が
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

山東音頭練り込み

朝来市山東夏祭朝来市山東夏祭りり

魚
の
つ
か
み
取
り

名物造り物「天地人」

パフォーマンスショー

（納涼芸能ショー）

一番ぶれ（寿三番 叟 ）
そ う

名物造り物「天皇・皇后・両陛
下　御成婚五十周年」

七とこ地蔵参り スタンプラリー

銀山太鼓の演奏

浴衣コンテスト

朝来市和田山夏まつり和田山地蔵祭朝来市和田山夏まつり和田山地蔵祭りり

生野夏祭生野夏祭りり

て
、
市
内
各
地
域
で
夏
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

平成２１年９月平成２１年９月号号１７

夜空を彩る花火

カメラスポット



　
市
の
定
額
給
付
金
の
申

請
期
限
は
９
月
　
日
　
で

３０

（水）

す
。
　
郵
送
で
申
請
す
る
場
合

は
、
申
請
期
限
の
当
日
消

印
有
効
で
す
。ま
た
、市
役

所
市
民
課
と
各
支
所
窓
口

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と

申
請
受
付
・
給
付
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
だ
の
皆
さ
ん

は
、
関
係
書
類
を
添
付
の

上
、
至
急
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
人
世
帯
の
人
で
申
請

　
時
に
お
亡
く
な
り
に
な

　
っ
て
い
る
場
合
は
、
申

　
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
商
工
観
光
課

　
☎
６
７
２－

４
０
０
３

　
市
は
、
我
が
家
の
安
全

性
を
確
認
し
、
耐
震
化
が

図
れ
る
よ
う
「
簡
易
耐
震

診
断
推
進
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

▽
内
容
　
市
が
「
簡
易
耐

　
震
診
断
員（
建
築
士
）」

　
を
耐
震
診
断
を
希
望
す

　
る
住
宅
所
有
者
の
も
と

　
に
派
遣
し
て
簡
易
耐
震

　
診
断
を
実
施
。
そ
の
結

　
果
を
住
宅
所
有
者
に
報

　
告
し
ま
す
。

▽
対
象
　
昭
和
　
年
５
月

５６

　
　
日
以
前
に
着
工
し
た

３１
　
住
宅
（
平
成
　
～
　
年

１２

１４

　
度
に
実
施
し
た
「
わ
が

　
家
の
耐
震
診
断
推
進
事

　
業
」
を
受
け
れ
た
人
は

　
対
象
外
）

▽
診
断
手
数
料
　
１
棟
当

　
た
り
３
千
円

▽
申
込
方
法
　
市
役
所
都

　
市
開
発
課
に
備
え
付
け

　
の
「
簡
易
耐
震
診
断
員

　
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て

　
い
る
診
断
員
の
内
諾
を

　
受
け
、
都
市
開
発
課
に

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
　
　
月
　
日

１１

３０

　
　
ま
で

（月）
　
※
診
断
の
結
果
、
耐
震

　
　
性
が
低
い
と
診
断
さ

　
　
れ
た
場
合
で
、
一
定

　
　
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

　
　
県
が
実
施
し
て
い
る

　
　
「
わ
が
家
の
耐
震
改

　
　
修
促
進
事
業
」
の
補

　
　
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
そ
の
場
合
、耐
震
改

　
　
修
工
事
費
な
ど
の
一

　
　
部
に
助
成
を
受
け
る

　
　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
都
市
開
発
課

　
☎
６
７
２－

６
１
２
７

　
市
は
、　

月
　
日
執
行

１０

２５

の
朝
来
市
議
会
議
員
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時
　
９
月
　
日
　
　

１８

（金）
１３

　
時
　
分
～

３０

▽
場
所
　
さ
ん
と
う
緑
風

　
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選

　
挙
管
理
委
員
会
（
市
役

　
所
総
務
課
）

　
☎
６
７
２－

６
１
１
５

　
県
は
、
次
の
と
お
り
旧

軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
　
日
　
　

１５

（火）
１４

　
時
～
　
時
１６

▽
場
所
　
県
和
田
山
庁
舎

　
３
０
２
会
議
室

▽
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
社
会
福
祉
課

広報 朝朝来来 １８

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

市
議
会
議
員
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会

《《平成２１年度国民健康保険税率につい平成２１年度国民健康保険税率についてて》》

情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

第第３３９９回回 のの保保国国 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先　市役所税務課　☎６７２－６１１９

　平成２１年度国民健康保険税の税率が次のとお

り決まりましたのでお知らせします。

　今年度から介護納付金分の限度額が１０万円に

変更になりました。

　社会保険事務所の出張年金相談・納付

相談が次のとおり実施されます。

日時 ９月１６日（水）１０時～１６時

場所 農業研修センター２階２０１号室

年金相談のお知らせ

■問い合わせ先

　市役所市民課
　☎６７２－６１２０

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相

談
会

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限

介護納付金分後期高齢者支援金分医療給付費分区分

１．４０%１．６０%３．９０%所得割

７．００%６．９０%１６．４%資産割

７，７００円６，６００円１５，８００円均等割

５，３００円６，３００円１５，０００円平等割

１００，０００円１２０，０００円４７０，０００円賦課限度額



平成２１年９月平成２１年９月号号１９

　
☎
６
７
２－

６
１
２
３

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の

皆
さ
ん
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
　
公
務
扶
助
料
や

　
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

　
て
い
た
戦
没
者
な
ど
の

　
遺
族
が
平
成
　
年
４
月

１７

　
１
日
か
ら
平
成
　
年
３

２１

　
月
　
日
の
間
に
亡
く
な

３１

　
る
な
ど
し
、
平
成
　
年
２１

　
４
月
１
日
時
点
で
受
給

　
権
者
が
い
な
い
場
合
、

　
先
順
位
の
遺
族
お
一
人

　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
請
求
期
間
　
平
成
　
年
２４

　
４
月
２
日
ま
で

▽
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
社
会
福
祉
課

　
☎
６
７
２－

６
１
２
３

　
平
成
　
年
４
月
１
日
か

２１

ら
教
員
免
許
更
新
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
現
職
の

教
員
な
ど
が
、
そ
の
時
々

で
教
員
と
し
て
必
要
な
資

質
能
力
が
保
持
さ
れ
る
よ

う
、
定
期
的
に
最
新
の
知

識
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
免
許
状

に
は
　
年
間
の
有
効
期
間

１０

が
定
め
ら
れ
、
免
許
状
を

取
得
し
た
人
は
更
新
の
た

め
、
指
定
さ
れ
た
時
期
ま

で
に
講
習
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▽
今
年
度
の
更
新
講
習

○
対
象
者

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～

３０

　
昭
和
　
年
４
月
１
日
、

３１

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～

４０

　
昭
和
　
年
４
月
１
日
、

４１

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～

５０

　
昭
和
　
年
４
月
１
日

５１

　
生
ま
れ
で
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
人

・
現
職
教
員
／
教
員
採
用

　
内
定
者
／
教
育
委
員
会

　
や
学
校
法
人
な
ど
が
作

　
成
し
た
臨
時
任
用
又
は

　
非
常
勤
教
員
リ
ス
ト
に

　
登
載
さ
れ
て
い
る
人
／

　
過
去
に
教
員
と
し
て
勤

　
務
経
験
の
あ
る
人
な
ど

○
受
講
期
間
　
平
成
　
年
２３

　
１
月
　
日
ま
で

３１

○
修
了
確
認
期
限
　
平
成

　
　
年
３
月
　
日
ま
で

２３

３１

○
講
習
内
容
　
「
教
育
の

　
最
新
事
情
に
関
す
る
事

　
項（
　
時
間
以
上
）」
や

１２

　「
教
科
指
導
、生
徒
指
導

　
そ
の
他
教
育
の
充
実
に

　
関
す
る
事
項
（
　
時
間

１８

　
以
上
）」に
つ
い
て
必
要

　
な
講
習
を
選
択
し
、
受

　
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教

　
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
６
７
７－

２
１
１
５

税
９月の税

国民健康保険税　　４期

納期　９月３０日（水）まで

９月の税

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

募

集

 
募

集
 
 

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

☎６７６－４５８７　休 月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

バルビゾン＆朝来交流 国際平面造形展

　期間：９月１３日（日）まで

あさご芸術の森大賞展優秀作品展　

期間：９月１２日（土）～１０月１８日（日）

あさご芸術の森美術館

足立迪雄木彫り・クラフト作品展

　期間：９月1０日（木）　～９月２７日（日）

ヒメハナ公園展示会

入館料　大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌
日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

伍代夏子演歌まつり　《全席指定》　公演日：９月１３日

（日）／ ２回公演 【昼の部】開演：１４時３０分【夜の部】開演：

１８時３０分／料金：S席４，５００円、Ａ席３，５００円（当日は各

３００円増）※友の会会員は、２枚まで３００円OFF

前売券好評発売中  来場者全員にプレゼント有り 

大阪シンフォニカー交響楽団 『名曲ア・ラ・カルト２００９』
《全席指定》　公演日：１０月４日（日）／開演：１５時／料金：

大人２，５００円、高校生以下１，０００円（当日は各３００円増）

※友の会会員は、２枚まで２００円OFF 前売券好評発売中

ジェロ ファーストコンサートツアー ～ 一期一会 ～　
《全席指定》　公演日：１０月７日（水）／開演：１８時３０分／

料金：５，０００円（当日は３００円増）※友の会会員は、２枚ま

で３００円OFF 前売券好評発売中

西城秀樹コンサート２００９　《全席指定》

公演日：１０月２０日（火）／開演：１８時３０分／料金：Ｓ席

５，０００円、Ａ席４，０００円（当日は３００円増） ※友の会会員は、

２枚まで各３００円OFF前売券好評発売中

吉田兄弟～三味線だけの世界～　《全席指定》　公演日：

１１月２８日（土）／開演：１８時３０分／料金：Ｓ席５，５００円、Ａ

席４，５００円（当日は各３００円増）※友の会会員は、２枚まで

各３００円OFF／前売券発売開始日：【友の会】９月２１日

（月）【一般】9月２６日（土）

キリコラージュの『つつ・うらうら・わくわくキリコＡＳＡＧＯver.』
《全席自由》　公演日：１２月５日（土）／開演：１８時３０分／

料金：大人１，０００円、高校生以下５００円（当日は各３００円

増）／前売券発売開始日１０月３日（土）※友の会会員の先

行販売はありません　

あさご・ささゆりホール ☎６７７－１１６５　休 月曜日

 R－１５人形劇 平常の「毛皮のマリー」人形劇版　《全席自由》

公演日：９月２６日（土）／開演：１８時３０分／料金：２，０００

円（当日は２００円増）　前売券好評発売中

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

教
員
免
許
更
新
制
度



　
市
は
次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間
　
９
月

　
　
日
　
 ～
　
日
　

１４

（月）

２４

（木）

▽
入
居
申
込
資
格

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

　
い
な
い
人

・
単
身
世
帯
で
な
い
人

・
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て

　
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

　
人

・
１
か
月
当
た
り
の
所
得

　（
政
令
月
収
）が
、
　
万
１５

　
８
千
円
を
超
え
な
い
人

※
政
令
月
収
＝
（
世
帯
全

　
員
の
年
間
所
得－

諸
控

　
除
額
）÷
　１２

　
　
な
お
、
入
居
者
決
定

　
後
の
手
続
き
の
際
に
は
、

　
保
証
人
２
人
（
市
内
在

　
住
の
人
と
３
親
等
内
の

　
親
族
）
の
実
印
、
印
鑑

　
証
明
書
及
び
所
得
証
明

　
書
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
　
市
役
所
都
市
開

　
発
課
又
は
各
支
所
地
域

　
振
興
課
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
添
付
書
類

　
を
添
え
て
本
庁
又
は
各

　
支
所
に
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
。
申
込
者
数
が

　
募
集
戸
数
を
超
え
る
時

　
は
、
抽
選
で
入
居
者
を

　
決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
都
市
開
発
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
７

　
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

暮らしのお知らせ

◆◆献血にご協力を◆◆

場 所日 時
和田山農業研修センター１０時～１１時／１２時３０分～１５時９月１１日（金）
生野保健センター１０時～１１時／１２時３０分～１５時９月２８日（月）
朝来老人福祉保健センター１０時～１１時／１２時３０分～１５時１０月１６日（金）

※４００ｍｌ献血へのご協力をお願いします。

■問い合わせ先

　市役所健康課

　☎６７２－５２６９

市
営
住
宅
入
居
者

▽募集する住宅

募集戸数家賃（月額）間取り場所住宅の名称

１戸１９，６００円
～３８，５００円

３ＤＫ生野町
猪野々

猪野々団地

１戸
１７，０００円
～３３，４００円３ＤＫ

和田山町
土田

土田荘
第１住宅

１戸
２２，１００円
～４３，４００円３ＤＫ

和田山町
枚田枚田住宅

湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
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　市では、市税などの滞納処分のために差し押さえ

た財産をYahoo! オークションで公売します。

参加方法　参加者はYahoo! JAPAN IDを取得し（既

　に取得している人は不要）、インターネットから

　入札参加申込みをしてください。

入札参加申込期間　１０月９日（金）～１０月２０日（火）

入札期間　１０月２６日（月）～１０月２８日（水）

■問い合わせ先　税務課管理収納担当
　　　　　　　　☎６７２－６１１９（内線２２１）

インターネット公売のお知らせ

日時　１０月１５日（木）１０時～１５時

場所　市役所税務課内

　詳しくは市ホームページに掲載し

ます。

市ホームページ　

http://www.city.asago.hyogo.jp/ ■公売物件（１例）

公売物件を展示します下見会

～大切な契約書や遺言書などは公正証書に～

　重要な取引をしたり遺言を残したりするときは、

トラブル防止のため、公正証書の作成をお勧めし

ます。相談は無料です。

■問い合わせ

　豊岡公証役場 ☎０７９６－２２－０７９６

　神戸地方法務局豊岡支局　☎０７９６－２３－０４１７

１０月１日（木）～７日（水）は公証週間です

広報 朝朝来来 ２０
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平成２１年９月平成２１年９月号号２１

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

骨髄バンクドナー集団登録会が開催されます

１０月１６日（金）１０時～１０時３０分、１２時３０分～１４時３０分日時

１８歳から５４歳までの健康な人対象者朝来老人福祉保健センター場所
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■問い合わせ　県朝来健康福祉事務所　☎６７２－６８７２

　“朝来市を、朝来市民を元気にしていこう”を合言葉

に、「よさこい朝来 元気祭り」を開催します。

■問い合わせ
　よさこい朝来元気祭り振興会事務局（市役所商工観光課内）　☎６７２－４００３

よさこい朝来元気祭りよさこい朝来 元気祭り

日　　時　１０月１８日（日）

　１０時３０分～１５時３０分

場　　所　和田山中央文化

　公園特設ステージ

参加団体　京阪神地域や播

　州地域、但馬地域から計

　１２チームが参加

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

交通安全・地域安全行事
「朝来市民のつどい」
　秋の交通安全運動と全国地域

安全運動の実施に先立ち、市民

のつどいを開催します。

日時　９月１５日（火）

　　　１３時３０分～１６時

　　　※１３時開場

場所　あさご・ささゆりホール　 

内容　交通安全・地域安全功労者

　表彰、生徒児童の交通安全ポス

　ター優秀作品の表彰／交通安全

　教室「スタウス」

入場無料・自由席

■問い合わせ　市役所生活環境課
　　　　　　　☎６７２－６１２１

昨年の「よさこい朝来元気祭
り」で踊りを披露するさんさ
ん会-和-の皆さん

参
加
者
募
集
　!!

　
但
馬
・
食
文
化
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実
行
委
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会
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は
、次
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第２０回観月の夕第２０回観月の夕べべ
日本から世界日本から世界へへ

引き継引き継ぐぐ

津軽三味線の調津軽三味線の調べべ

　短詩型文学作品の入賞者の発表と表彰のほか、津軽三味

線奏者「二代目高橋竹山」の演奏、狂言、 箏 ・尺八演奏、日本舞
こ と

踊など多彩な舞台をお楽しみください。開演前にお茶席を

用意しています（無料：先着２５０人）。

※入場整理券販売：和田山公民館・和田山ジュピターホール・市役所市

　民課・生野支所地域振興課・山東公民館・朝来支所地域振興課

■問い合わせ　和田山公民館　☎６７２－０１８８

日時 ９月１９日（土）

開場 １８時　開演 １８時３０分

会場 和田山ジュピターホール

入場料　５００円

内容（出演者）　短詩型文学作品の入賞者

　発表と表彰／津軽三味線演奏(二代目

　高橋竹山)／箏・尺八演奏（箏と尺八の

　会）／日本舞踊（舞踊グループ“和み”）



広報 朝朝来来 ２２

暮らしのお知らせ

段階で発見するために定期的な検診を受けることが大切です。煮 紗錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
　「がん検診を受けて『精密検査が必要です』との判定が返ってきた。でも特に自覚症状はないし、胃や大

腸の内視鏡検査は大変だし…」と、ためらっている人は少なくありません。

　がんに負けない最善策は早期発見・早期治療。検診を受けた後も精密検査を勧められたら必ず受診しま

しょう。

平成２０年度 朝来市がん検診実施状況 要精密検査者の結果内訳

受診者数

胃がん
検診

肺がん
検診

大腸がん
検診

前立腺がん
検診

乳がん
検診

甲状腺がん
検診

子宮がん
検診

胃がん
検診

肺がん
検診

大腸がん
検診

前立腺がん
検診

乳がん
検診

甲状腺がん
検診

子宮がん
検診

１２．５１２．５％％

１，３３３１，３３３人人

２０．６２０．６％％

２，１９６２，１９６人人

２３．７２３．７％％

２，５２６２，５２６人人

１６．８１６．８％％

７８２７８２人人

１３．０１３．０％％

８１８１９９人人

１３．０１３．０％％

８１８１９９人人
８．１８．１％％

７５７５００人人

１７１７人人
（（１９１９％％））

１８１８人人
（（２７２７％％））

４２４２人人
（（２７２７％％））

６６人人
（（１１１１％％））

３１３１人人
（（４０４０％％））

２２人人
（（５０５０％％））

５２５２人人
（（５８５８％％））

３７３７人人
（（５５５５％％））

５１５１人人
（（３３３３％％））

２２２２人人
（（４０４０％％））

３７３７人人
（（４７４７％％））

１１人人
（（２５２５％％））

１６１６人人
（（７６７６％％））

２１２１人人
（（２３２３％％））

１２１２人人
（（１８１８％％））

６３６３人人
（（４０４０％％））

２７２７人人
（（４９４９％％））

１０１０人人
（（１３１３％％））

１１人人
（（２５２５％％））

５５人人
（（２４２４％％））

①バランスのとれた栄養をとる

　～いろどり豊かな食卓にして～

②毎日、変化のある食卓を

　～ワンパターンではありませんか～

③食べすぎをさけ、脂肪はひかえめに

　～おいしい物も適量に～

④お酒はほどほどに～健康的に楽しみましょう～

⑤たばこは吸わないように

　～特に、新しく吸いはじめない～

⑥食べものから適量のビタミンと繊維質のものを多

　くとる～緑黄色野菜をたっぷりと～

⑦塩辛いものは少なめに、あまり熱いものは冷まし

　てから～胃や食道をいたわって～

⑧こげた部分はさける

　～突然変異を引き起こします～

⑨かびの生えたものに注意

　～食べる前にチェックして～

⑩日光にあたりすぎない

　～太陽はいたずら者です～

⑪適度にスポーツをする

　～いい汗、流しましょう～

⑫体を清潔に

積極的に実行しましょう！「がんを防ぐための１２か条」

（□は受診者率）



平成２１年９月平成２１年９月号号２３

アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）

　市は、６月２３日から１０月８日まで各地区で総合健診を実施しています。

　１０月は生野・朝来地区で次の日程で実施します。

会　　場実施月日

生野保健センター
１０月１日（木）

１０月２日（金）

朝来体育館

１０月６日（火）

１０月７日（水）

１０月８日（木）

○すでに申し込んでいる人には、９月中旬に受診日

　時や会場などをお知らせし、受診票などを送付します。

○まだ申し込んでいない人で、受診を希望する場合は、下記まで連絡

　してください。

○和田山地区、山東地区の皆さんも受診できます。まだ申し込んで

　いない人で、受診を希望する場合は、下記まで連絡してください。
《検診項目・対象者・料金》

料金対象者検診項目

１，５００円
※７０～７４歳は５００円

３０～７４歳の朝来市国民健康保険加入者　 特 定 健 診　

　　 血 液 検 査
　　 身 体 測 定
　　 血 圧 測 定
　　 尿 検 査　　　等

５００円長寿医療（後期高齢者医療制度）制度の受給者

医療保険者の指定する料金
４０～７４歳の被用者保険加入者（加入の医療保
険者が発行した「特定健診受診券」が必要）

２００円３０歳以上肺がん検診（胸部レントゲン検査）

１，０００円３０～７９歳胃がん検診（胃透視レントゲン検査）

５００円３０歳以上大腸がん検診（便潜血反応検査２日法）

５００円５０歳以上の男性前立腺がん検診（血液ＰＳＡ検査）

１，０００円
※７０歳以上は３００円

４０歳の人又は４１歳以上で、肝炎ウイルス検診を
受けたのことのない人

肝炎ウイルス検診（Ｂ型Ｃ型肝炎の抗原抗体検査）

２００円
※肺がん検診の料金のみで
　追加料金なし

アスベスト関連工場で働いていた人などアスベスト検診（胸部レントゲン検査）

■問い合わせ・申込先　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９

「健康あさご２１」－定期的に健診を受けて病気の早期発見・早期治療に努めましょう－

　現在、わが国のがんによる死亡者数は年間３０万人を超え、死亡原因の第１位を占めるようになりました。

しかし診断と治療の進歩により、一部のがんでは早期発見や早期治療が可能となってきました。がん検診

はこうした医療技術に基づき、がんの死亡率を減少させることができる確実な方法です。

　昨年度、市が実施した各種がん検診から１７人の皆さんが、がんを早期に発見することができました。

　がんは初期のうちに見つければ、治る確率は飛躍的に上がり､完全に治すことも可能。だからこそ、早い煮 紗錫

～９月は「がん征圧月間」です～ 受けていますか？がん検診

総合健診を受けましょう
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暮らしのお知らせ

住基カードが無料で取得できます！！

住基カ－ドの申請方法などは？　申請に必要なものは以下の通り。
　申請場所は、市役所市民課と各支所地域振興課です。

住基カード（顔写真付き）

住基カード（顔写真なし）

今なら

　市は、平成２３年３月３１日まで住民基本台帳カ－ド（住基カ－ド）を無料で交付しています。

　写真付きの住基カ－ドは公的な身分証明書としても利用できます。是非この機会に住基カードを

取得してください。また、８月からはセキュリティがさらに強化された住基カ－ドを交付しています。

※従来のカ－ドも引き続き使用できますが、希望者には平成２３年３月

　末まで、　無料で新しいカ－ドに交換できます。

■提出・問い合わせ先

　農業委員会事務局（市役所農業振興課）

　☎６７２－２７７４

①運転免許証やパスポートなどの顔写真付きの公的身分証明書

　※顔写真付きの公的身分証明書がない場合、申請後に本人確認する

　ための照会文書を送付します。その文書と健康保険証などを持って、

　改めて窓口にお越しください。代理人による申請の場合も文書で本

　人確認を行います。（支所で受付の場合、カードの交付は後日になり

　ます。

②印鑑 

③写真（顔写真付きカードの交付を希望する場合）

　※縦４．５㌢×横３．５㌢で、無帽・無背景のもの（写真がない場合は、手

　続きの際に市の職員が無料で写真を撮影します）

④委任状（代理人申請の場合のみ）
■問い合わせ先
　市役所市民課　☎６７２ー６１２０

農 業 委 員 会 だ よ農 業 委 員 会 だ よ りり
農業者年金　農業者年金制度は、農業者の老後生

　活の安定と、農業者の確保に資することが目的。自

　ら積み立てた保険料とその運用実績で将来受け取る

　年金額が決まる「積み立て方式」を導入し、制度の安

　定が図られています。

　　農業者だけが利用できるメリットの多い安心な制

　度となっています。是非加入してください。

農業相談会　市農業委員会では、毎月、農業委

　員による農業相談会（事前に予約が必要）を開催

　しています。農地を農業以外の目的で利用する

　場合は、面積の大小にかかわらず必ず届出が必

　要になりますので事前に相談してください。相

　談日に都合が悪い場合は別途受け付けます。

［９月～１１月の実施予定］

場　　　所日　　　付

市役所生野庁舎２階研修室９月２４日（木）

市役所南庁舎会議室１０月２２日（木）

市役所山東庁舎１階会議室１１月２６日（木）

（時間：１３時３０分～１６時）

農地転用許可後の工事完了届　農地転用

　許可後の工事が完了した場合は、完了届の提出

　が必要です。必要書類など（①完了届、②工事状

　況の概要が分かる写真）を農業委員会事務局に

　提出してください。

全国農業新聞　「全国農業新聞」は、農業委

　員会事務局で購読の申込を受け付けています。

広報 朝朝来来 ２４

※６５歳までの付利利率が２．３０％（農業

　者年金で期待される運用収益をもと

　に設定した率）、６５歳以降の予定利

　率が１．５５％（平成２１年４月１日施行

　の農林水産省告示で定められている

　率）となった場合の試算額

農業者年金の

メリット

●少子・高齢時代に強

　い積立方式の年金！

●終身年金で８０歳ま

　での保証付き！

●支払った保険料は全

　額社会保険料控除！

●手厚い政策支援！保

　険料に国庫補助も

保険料の額は、被保険者本

人が２万円～６万７千円の

間で千円単位で決定し、い

つでも変更することができ

ます。

試算額納付
期間

加入
年齢 保険料３万円／月保険料２万円／月性別

１３６万円９１万円男性
４０年20歳

１１８万円７９万円女性

９０万円６０万円男性
３０年３0歳

７８万円５２万円女性

５３万円３５万円男性
２０年４0歳

４６万円３１万円女性

２３万円１６万円男性
１０年５0歳

２０万円１４万円女性

支払われる農業者年金（年額）の試算額

住基カ－ドとは？　住民票コードなどを記録したセキュリティに優
　れたＩＣカードです。有効期限は１０年。写真付きと写真なしの２種

　類があります。



平成２１年９月平成２１年９月号号２５

　市では予防接種法に基づき、高齢者のインフルエンザ予防接種を実施します。

　インフルエンザ予防接種は、インフルエンザの発病防止や重症化防止に有効であることが確認さ

れています。有効性を高めるには、インフルエンザが流行する前に接種を1回受けておくことが必要

です。

対象者　市内に住所がある人で、接種日に満６５歳
　以上で接種を希望する人又は接種日に満６０歳

　以上６５歳未満の人で心臓、じん臓、呼吸器機能、

　免疫機能に障害があり、医師が接種が必要と認

　める人

予約申込期間　９月中旬～（医療機関によって期
　間が異なりますので、各医療機関にお問い合わ

　せください。）

接種期間　１０月初旬～１２月末まで

接種料金　自己負担額２，０００円（接種当日、医療機

　関にお支払いください。）

実施医療機関　市内指定医療機関（市外の医療機

　関で接種を希望する場合は、接種する際に手続

　きが必要になります。必ず予約する前に市役所

　健康課に連絡してください。連絡をせず接種し

　た場合は、公費負担できないことがあります。）

予防接種の受け方　①接種を希望する医療機関に

　予約してください。②医療機関にある説明書を

　読んで予診票を記入し、当日は住所、年齢が確認

　できるもの（医療保険証など）を持参して接種を

　受けてください。

　※予防接種は医師と十分に相談をして、体調の

　　良いときに受けてください。

■問い合わせ先　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９

実施医療機関一覧

電　話所　　在　　地実 施 医 療 機 関

６７９－４１０８生野町口銀谷２０３７番地稲 垣 医 院

６７９－２０１３生野町口銀谷７５１番地佐 藤 医 院

６７８－１２３１多々良木１５１４番地大 植 病 院

６７７－０００７立野３６６番地２木 村 医 院

６７７－００５４新井７０５番地間 島 医 院

６７６－３１５３山東町矢名瀬町８４７番地そ よ か ぜ 診 療 所

６７６－２３３３山東町矢名瀬町７４５番地西 山 医 院

６７２－０２５０和田山町和田山１３３番地５足 立 医 院

６７２－２００６和田山町和田山４７番地上 垣 医 院

６７０－０００６和田山町枚田岡１３９番地２クリニックよしだ

６７４－０３３３和田山町加都１５７８番地小 山 医 院

６７５－３０３３和田山町東谷１６０番地２さ か も と 医 院

６７２－０８０８和田山町立ノ原５８番地１高岡耳鼻咽喉科クリニック

６７０－３２２２和田山町法道寺８１２番地１田仲和田山クリニック

６７２－２０１６和田山町東谷２１３番地５０谷 村 医 院

６７２－５３５１和田山町寺谷６８４番地６浜 野 医 院

６７３－２８１１和田山町宮田２１６番地馬 庭 内 科 医 院

６７４－２０２１和田山町竹田２０２１番地公立朝来和田山医療センター

６７６－３１５７山東町矢名瀬町９００番地１公立朝来梁瀬医療センター

　この予防接種は、「通常のインフルエンザの予防接種」であり、「新型インフルエンザ」には無効です。

８月２０日現在、新型インフルエンザの予防注射に関する情報はありません。情報が入り次第、広報紙

やケーブルテレビなどでお知らせします。

●風邪やインフルエンザにかからないように
　　栄養と休養を十分とりましょう。体力をつけ、抵抗力を高めることで感染しにくくなります。外出先

　から帰ったらうがいと手洗いを行いましょう。

●風邪やインフルエンザにかかったかなと思ったら
　周りの人にうつさないようにマスクをして、ウイルスを飛び散らせないようにしましょう。

※新型インフルエンザにかかったかな…と思ったら

　　新型インフルエンザの専門外来医療機関以外の医療機関でも、あらかじめ電話をして受診できること

　を確認すれば診察を受けることできます。（かかりつけ医のある人も電話をして受診ができるか確認し

　てください。）　　　

　　　　　　　　　　　 朝来健康福祉事務所（朝来保健所）　☎６７２－５９９５

時間　平日の９時～１８時。夜間・休日は県庁に自動転送

内容　①発熱患者対応可能医療機関の案内

　　　②自宅療養者の療養相談や情報提供

　　　③ 新型インフルエンザに関する一般相談など

新型インフルエンザ健康相談窓口

※受診前に、必ずしも同相談窓口

　に相談する必要はありません。

高齢者インフルエンザ予防接種を実施します



広報 朝朝来来 ２６

　ボタンひとつで緊急連絡できるシステム 窓地域包括支援センターの

■問い合わせ先
・朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５
・市役所高年福祉課　☎６７２－６１２４
・生野高齢者相談センター（生野支所内）
　☎６７０－５２０２
・和田山高齢者相談センター（平生園内）
　☎６７４－０１７４(代）
・山東高齢者相談センター（緑風の郷内）
　☎６７６－３４１１(代)
・朝来高齢者相談センター（あさがおホール内）
　☎６７７－１９０１(代)

■問い合わせ
　市役所健康課
　（和田山保健センター）
　☎６７２－５２６９

　緊急通報システムは、自宅で転倒によるケガや心筋こうそくなどの発作が起こった

時や火災が発生した時などの緊急時に、電話回線を通じて受診センターに通報し、消

防署・近隣協力者の救護が受けられるシステムのことです。

健康コーナー

　最近、ライフスタイルの多様化などで食生活が大きく変化し、朝食を食べない人が増えています。

　朝食は、わたしたちの体と脳を目覚めさせる１日の活動に欠かせない食事。市では、健康増進計画

「健康あさご２１」で、朝食欠食率の減少を目標に掲げ、取組を行っています。

食生活を見直して健康な生活を！！

　対象になるのは、概ね６５歳以上の援護を要するひとり暮らし又は世帯員が高齢者のみの世帯、常時注意が

必要な障害者が同居している世帯です。

　利用するためには、申請書の提出が必要です。また月３００円の費用が必要になります。

　申請が承諾された後、委託した事業者が緊急通報システムの機器を自宅の電話機に取り付けます。

～具体的なシステムの流れ～

①通報　身体の異変に気づいた時「緊急ボタン」又は「ペンダ

　ントボタン」を本人が押します。

② スピーカーからの呼びかけ　約３０秒後に受信センターか

　ら本体スピーカーを通して呼びかけがあり、容態を確認し

　ます。

③近隣協力者への連絡　必要な場合には、受信センターが近

　隣協力者に連絡を入れ、現地確認に向かってもらいます。

④消防署の出動

　近隣協力者と同時に、消防署が出動します。

◎栄養バランスをとりましょう

　朝食に限らず、食事は主食（ご飯・パン・めん類）・主菜（大豆製品・魚・卵・肉）・副菜（野菜・きのこ類・海藻）の３

体温を上げて活力を生む…朝、寝起きの体は昼間活動している時と比べて、体温が下がった状態になって

　います。朝食をとると体内で栄養が熱に変わり体を温めてくれ、体全体が目覚めていきます。

体内のリズムが動き出す…朝食を食べることで脳を目覚めさせ、勉強や仕事への集中力がアップします。

　また、人間には「昼に活動して夜は休む」という体内リズムがあります。朝食を食べることで昼間の活動

　的なリズムへの切替えがスムーズになります。さらに、胃腸も刺激を受けて規則正しい排便習慣がつき

　ます。

生活習慣病予防…朝食を抜くと、体はエネルギー不足を感じて昼食や夕食でエネルギーを過剰にため込

　んだり、エネルギーを節約しようとしたりします。そのため、体脂肪をためやすい体質をつくるなど肥

　満になりやすく生活習慣病の原因にもなります。朝食を食べることで、必要な栄養素が補われ代謝も

　アップし、脂肪を燃焼しやすくしたり体調を整えたりすることができます。

朝
食
の
は
た
ら
き

「早寝早起き」で朝食を食べる時間をつくる…体は活動するための準備が整うまでに目が覚めてから約２０

　～３０分かかります。夜更かしせず少しずつ朝型生活に切り替えましょう。

毎日同じ時間に朝食を食べる…同じ時間にご飯を食べると、体はご飯が入ることを予測して、消化機能を

　高め、自然とお腹がすくようになります。

夕食は食べる時間や量を考える…夕食で食べたものを消化しないまま寝てしまうと、翌朝胃がもたれて

　おいしくご飯が食べられません。睡眠の２～３時間前に夕食がすむようにし、遅くなるときは消化しに

　くい脂肪の多い食べ物は避けましょう。また、夜食は食べないようにしましょう。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
コ
ツ

つの器をそろえて栄養のバランスがとれるようにしましょう。また、朝食を食べ

ない習慣がついていると朝に食欲がわきにくいものです。まずは、味噌汁やスー

プ、牛乳やヨーグルトなどの乳製品、果物など食べやすいものを食べてみましょ

う。慣れてきたらバランスを考えながら食べましょう。

健康あさご２１



平成２１年９月平成２１年９月号号２７

健康情報テレホンサービス （９月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

妊娠とスポーツ月曜日
特定健診とメタボリックシンドローム火曜日
五十肩、四十肩水曜日
耳鼻いんこう科で見る「めまい」木曜日
認知症老人への接し方金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

９月１０日～１６日は「自殺予防週間」
　自殺予防のための３つのポイントを紹介します。
気づき　周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける

　心の悩みを抱えている人が発する周りへのサインに早く気づき、

時間をかけてできるだけ耳を傾けてあげましょう。訴えや気持ち

を否定したり、励ましは逆効果です。

つなぎ　身近な人が早めに専門家に相談するよう促す

　心の病気の兆候があれば、本人の状況や気持ちを理解してくれ

る家族、友人、上司など周囲の人が、早めに相談機関や医療機関の

専門家に連絡しましょう。県朝来健康福祉事務所と市役所健康課

では「こころのケア相談」を実施していますので、ご利用ください。

見守り　温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

　体や心の健康状態を、あせらずに優しく寄り添いながら見守り、

自然に対応し、体や心の負担が減るように配慮しましょう。

■申請・問い合わせ先　県朝来健康福祉事務所　☎６７２－６８６７
　　　　　　　　　　　市役所健康課　　☎６７２－５２６９

■問い合わせ先

　市役所健康課　☎６７２－５２６９

ひょうご禁煙ありがとうキャンペーン
～多くの人が利用する場所では禁煙の心づかいを～

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２１年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

４空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

４忍 び 込 み３強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

３事 務 所 あ ら し３６車 上 ね ら い

１出 店 あ ら し８自動販売機あらし

７詐 欺 

そ
の
他

１０部 品 盗

５傷 害 ２６器 物 損 壊

２暴 行 １１自 動 車 盗

２９万 引 き ７オートバイ盗

（７月末累計）１９自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

８累計

１５交通事故

救
急

２０一般負傷

６６急病

１１その他

１１２合計

７０７累計

（７月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

９３０人身事故

００子ども

死
者
　（人）

１０高齢者

１０その他

２１１合計

５０子ども

傷
者
　（人）

２２２高齢者

８７１１その他

１１４１３合計

８２２９６物損事故

（７月中）

各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

９９//16～１16～１００/１５/１５健康カレ健康カレンンダーダー
場　　所内　　容曜日日月

和田山地区巡回　
山東老人福祉センター

住民結核検診
離乳食教室

水１６

９

和田山地区巡回
朝来体育館

住民結核検診
腹部超音波検診

木１７

朝来体育館
和田山保健センター

腹部超音波検診
ポリオ予防接種

金１８

和田山保健センター３か月児健診木２４

朝来体育館腹部超音波検診金２５

佐のうコミュニティセンター
和田山保健センター
生野保健センター

腹部超音波検診
ポリオ予防接種
献血

月２８

山東老人福祉センター
生野保健センター

腹部超音波検診
３か月児・８か月児健診

火２９

山東老人福祉センター
山東老人福祉センター

腹部超音波検診
脳元気度チェック（予約制）

水３０

生野保健センター総合健診木１

　１０

生野保健センター総合健診金２

朝来体育館総合健診火６

朝来体育館　　総合健診水７

朝来体育館総合健診木８

和田山保健センター３歳児健診金９

和田山保健センター１歳６か月児健診火１３

山東老人福祉センター離乳食教室水１４

　県は「ひょうご禁煙ありがとうキャ

ンペーンを」を行っています。

　公共施設や学校、公園、宿泊施設など、

多くの人が利用する場所では禁煙を心

掛け、「煙のないひょうご」の推進に協

力をお願いします。また、市では、「健康

あさご２１」に基づき、禁煙による健康

づくりを応援しています。

　市や県、薬局、医療機関などでは禁煙

指導や禁煙のお手伝いをしています。

「禁煙しようかな」と思ったら、まずは

お気軽にご相談ください。
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インキ、古紙再生紙を使用しています。
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各 種 相 談 の ご 案 内

朝来市の数字

　市の図書館（和田山図書館、あさご森の図書館、生野公民館図書

室、山東公民館図書室）には約１７４，０００冊のいろいろな種類の本が

あります。

　季節は読書の秋。普段はあまり本を読まない皆さんも、この機会

に図書館で本を借りて読んでみませんか？

あ れ こ れ

その１　図書館利用者数

５０，９２８人（延べ人数）
（和田山図書館調べ）

　和田山町上町と京口の境の交

差点は、和田山幼稚園と枚田小、

和田山中、和田山高校の通学路。

毎朝多くの子どもたちがここを

通って通学します。

　太田さんがこの交差点で立ち

番を始めたのは３４歳のとき。昭

和４４年、枚田小学校のPTAから

交通安全指導員に選ばれたのが

きっかけでした。

　以来、登校日にはほぼ毎日、子

い
き
い
き

人

～
市
内
で
活
躍
す
る
元
気
な
人
、グ
ル
ー
プ
を
紹
介
～

　交通立ち番４０年。地域の子どもを見守り
続ける。

太田好昭さん（和田山上町区）

どもを見守り続けてきました。交通安全指導員の制度が

なくなってからも、１日と１５日、月に２度は立ち番を続

けています。

　朝７時３０分ころから約１時間、灰色の交通安全指導員

の服と帽子に黄色の小旗を持って交差点に立つ太田さん。

「朝、子どもたちの笑顔を見るのが楽しみ。子どもたちと

あいさつして声を掛け合うと一日がいい形でスタートで

きます」と笑顔で話しました。

　太田さんは、２５年間に
わたり少年補導員として
も活躍されています。

【市の図書館の利用者数などの推移】

蔵書数（冊）貸出冊数（冊）利用者数（人）貸出登録者数（人）

１５２，７１５１９９，６０５４５，３５８１２，１５２平成１７年度

１５６，３２３２２０，４７４５０，５９４１３，１５０平成１８年度

１６６，７７０２２６，６６２５０，７０２１３，９３７平成１９年度

１７４，１２８２３０，７４７５０，９２８１４，６７６平成２０年度

時：日時　場：場所　問：問い合わせ　予：予約

心配ごと相談（無料）　経験豊富な相談員が、
　あらゆる生活上の相談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時～１６時
生野保健センター　　　　　１０月７日（水）
市役所南庁舎　　　　　　　９月９日（水）
山東老人福祉センター　　　９月１６日（水）
朝来老人福祉保健センター　９月２４日（木）
問　朝来市社会福祉協議会　☎６７６－５２１３

人権相談（無料）　人権問題でお悩みの人、お
　気軽にご相談ください。
時・場　(毎月開催）１３時３０分～１５時
生野保健センター　　　　１０月１４日（水）
和田山農業研修センター　１０月８日（木）
山東老人福祉センター　　　　〃
朝来老人福祉保健センター　　〃
問　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料）　経験豊かな女性カ
　ウンセラーが、子育てや家族、ＤＶやセクハラ
　など、女性が抱えるさまざまな悩みや不安、問
　題などの相談に応じます。（予約制）
時　９月９日（水）１３時～１６時
場　アートほほえみ相談室（２階）
問・予　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

行政相談（無料）　 官公庁の仕事の苦情や意見
　・要望などをお聞きします。
時　９月２４日（木）　１３時３０分～１５時
場　生野保健センター／和田山老人福祉センター
　　／山東老人福祉センター／朝来老人福祉保健センター
問　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

あさご暮らしの相談室（無料）　認定司法書士
　が多重債務や悪徳商法などの消費生活に関わ
　る相談をお聞きします。（１回３０分。予約制）
時　９月８日（火）・２９日（火）　１３時～１６時
場　和田山農業研修センター
問・予　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

司法書士による法律相談会（無料）　司法書士が登記
　・相続・多重債務・消費者問題・成年後見などの
　法律相談をお聞きします。（相談無料。予約制。
　予約受付時間は平日９時～１７時）
時・場　１３時～１６時
　浜坂多目的集会施設　　　９月１２日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　９月１９日（土）
　和田山ジュピターホール　１０月３日（土）
問・予　兵庫県司法書士会但馬支部司法書士法
　　　  律相談委員会　☎０７９－６７６－３３６８

金融アドバイザーによる相談会（無料）　但馬地区金融
　アドバイザーが、中小企業の皆さんが抱えて
　いる金融の課題などの相談をお聞きします。
時　９月１０日・１７日・２４日・１０月１日（毎週木曜日）
場　市役所南庁舎
問　兵庫県信用保証協会　☎０１２０－５３７－００１

総合法律センター南たじま相談所　兵庫県弁護士会
　の弁護士が法律相談をお受けします。（相談料
　５，２５０円。１回３０分。予約制）
時　９月２４日（木）１３時～１６時
場　和田山老人福祉センター
問・予　兵庫県弁護士会　☎０７８－３５１－１２３３

人
い
き
い
き

　このコーナーで紹介する人やグループや団体を募集しています。

※営利を目的する団体や宗教、思想、政治団体など市の広報紙の記事と

　して適当でない場合は、掲載できないことがあります。

■問い合わせ先　市役所秘書広報課　☎６７２－６１１１

K
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